
中環状道路整備事業『都市計画道路３・４・18 号合川町津福本町線』に伴う埋蔵文化財発掘調査（５）

―第 298 次発掘調査報告―

令和 （2 22）年1 月

久留米市



　久留米市は、福岡県第三位の人口を誇る県南の中核市です。久留米市は、市民が主役のまち

づくりを進め、市民の夢や希望が実現する生活空間を作ることにより、市民がこの地に誇りと

愛着をもって住み続けたいと思えるまちを創ることを目指しています。その一方で、古くから

水路と陸路の要衝だった久留米市には、先人たちの残した文化遺産が数多く残っています。久

留米市ではその文化遺産の究明を図りつつ、活用を進めているところです。

　今回、本書で報告する筑後国府跡は、飛鳥時代から平安時代にかけて設置された筑後国府の

故地です。古代の筑後国の政治経済の中枢となった遺跡であり、今日の久留米市のルーツとなっ

た国指定史跡です。筑後国府跡の西部を南北に走る「都市計画道路３・４・18 号合川町津福本

町線」建設に先立って、久留米市は平成 19 年度から発掘調査を実施してきました。

　本書は、令和２年度の調査成果を収めた通算５冊目の報告書です。今回の調査では、弥生時

代の竪穴建物をはじめ、地業痕跡が良好に残る古代の道路跡、貿易陶磁器が出土した中世の道

路跡、近世の墓域、ガラス瓶が出土した昭和初期の廃棄土坑、さらに地震の痕跡など、多種多

様な時代の遺構と遺物を発見しました。これらの成果が地域史の究明や普及、史跡を生かした

地域振興、久留米の歴史や文化財保護に対する市民の理解などに、幅広く活用されることに貢

献できれば幸いです。

　なお今回の発掘調査に際して、地域住民と関係者の方々に多大なご協力をいただきました。

心より御礼申し上げます。

　　令和 4 年 10 月 31 日

久留米市 　　

　 上　 　　
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本書は都市計画道路３・４・18号合川町津福本町線建 に ち、令和２年 に した、筑後国府跡第 298

次調査の発掘調査報告書である。

本調査は久留米市都市建 部道路整備課の を けて、久留米市 が となり、市民文化部文化

財保護課の西拓巳が した。

本書に した発掘調査の 記号は 298、調査 号は 2 2 2である。

本書に した遺構 測 の 成は、西と発掘 業 の中 、 、山 代、山 が い、

部を発掘 業 の が した。遺構 置 は、 製 遺構くん で 成し、土

面 遺物出土状 は 測りで 成した。

遺構 測 は国土調査 第 （世界測地 ）を基に 成し、 面の方位はす て 標北を示す。 標は、平

成 28年の 本地震に伴う ラ を った。

遺構 測 と土 の 書は、西と文化財 整 の今 恵、 、出土品整 業 の 川 、

が 遺構くん と米国 製の製  で った。

土 およ 出土遺物の 調は、『 　標 土 』（日本 事業 、 和 年）に した。

の遺構 は、 部を が したほかは、西が ノ ６  ラを いて

した。 中 の は、 中 画に して で した。 は にあたり、

米国 製の画 集  を いて西が 集した。

本書に した遺構の 記号は、 柵列、 溝、 道路遺構、 竪穴建物、 土坑、

、 土壙墓、 その他の遺構を示す。

波板状凹凸面の は、波板状 痕 波板状痕跡、波板状遺構がある。本書では、『発掘調査のて 　 遺

跡調査 』（文化 文化財部記 物課、平成 2 年）で いられている波板状凹凸面を いた。

遺物 測 と遺物 、 の遺物 号は である。

遺物 測 は、西と今 、 、出土品整 業 の 、山 、 が 成し、  

で 書を った。拓本は、出土品整 業 の 上 恵 、 中 、 、 恵が

成した。

遺物 測 の は、 記のとおりである。

・ 面の りは須恵器、 りは瓦器、 線は 製品を示す。

・調整の線は、調整の線は、 線 　　　　　　　 が明 な 線を、 の い 線 ―― ―― ―― が

明 な 線を、 点 線 ―  ―  ― が回 を示す。

遺物 は、遺物 測 の記 を に、西が 成した。その は 記のとおりである。

・ 土器のうち、 は 土器、 は 土器を する。

・ の  は を、（ ）は 存 を、  は または する部位が いことを示す。
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・ 調は、『 　標 土 』に した。ただし、ガラス製品など『 　標 土 』に しない

　調がある 合は、日本 業 物 の に した。

・ 土の は、 を 、１ を 、１ 上を とした。

・遺物 号は、久留米市市民文化部文化財保護課が める出土遺物の 録 号である。

　　　　　　　　　　　　　　　（ ）２ ２ ２　 １

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 調査 号　　 録 号

陶磁器の分 は、『 府条 跡 　―陶器分 ―』 府市の文化財第 9集（ 府市 、

平成 12年）に った。

古瓦の の分 は、『筑後国府跡　―平成 11年 発掘調査 ―』久留米市文化財調査報告書第 1 2 集（久

留米市 、平成 12年）に基 いた。ただし、本書に した古瓦の は、 て 書の

文 ２にあたるので、 に 文 とした。

遺物 は、久留米市埋蔵文化財 において西が   １ ラで し、  

を いて 集した。

出土遺物およ 面・ などの記録 は、 て久留米市埋蔵文化財 において 蔵保 されている。

調査にあたり、福岡県 文化財保護課の 原 と 本 、 の 和 （ 属は、

いずれも 時）には、 地で のご 示を った。

字は、原 かすみ（ ・久留米市発掘調査整 時 ）の による。

本書の と 集は西が った。
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（１） 19 ・ ・ 、 2土 （北から）

（２） 19 北 遺物出土状 （東から）

（３） 21 北西部 掘状 （南東から）

（４） 21 中 部 掘状 （南東から）

（５） 21 南東部 掘状 （北西から）
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（ ） 東部土 （東から）

（８） 硬化面・波板状凹凸面検出状 北西から）
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Ⅰ . はじめに
年 の の経

　本書に した発掘調査は、中環状道路整備事業 都市計画道路３・４・18 号合川町津福本町

線 に伴う事 の発掘調査である。津福本町から国道 21 号を結ぶ 中環状線 の整備事業は、

久留米市都市建 部道路課（ ・道路整備課）を事業 として されている。 部 点か

ら国道 21 号までの約 8 の区 は、 の埋蔵文化財 蔵地である筑後国府跡を るため、

久留米市文化 部（平成 2 年 は市民文化部）文化財保護課は、第１ のとおり平成 19 年

（2 ）から発掘調査を して た。発掘調査に る の は『筑後国府跡』（久留米市文

化財調査報告書第 2 集、平成 2 年）に、令和２年 までの調査の は第１ に示した報告書

に したので いたい。本 では、本書に した令和２・３年 の発掘調査と整 業、

およ 令和４年 の整 業と報告書 成の について る。

　令和２年 は、整 業と 掘 調査、筑後国府跡第 298 次調査を した。整 業は、令

和２年（2 2 ）４月１日から令和３年（2 21）３月 1日まで西町文化財整 事 で った。 掘

調査は６月1 日と 月 2 日に い、合川町 １・ 9 １・ で遺構を した。筑後国

府跡第 298 次調査は、令和２年５月 日から12月 1 日まで した。

　令和３年 は、整 業と筑後国府跡第 1 次調査を した。整 業は、令和３年４月１日

から令和４年（2 22）３月 1日まで、久留米市埋蔵文化財 と西町文化財整 事 で っ

た。筑後国府跡第 1 次調査は、令和３年４月1 日から 月 日まで した。

　令和４年 は、整 業と報告書 成を令和４年４月１日から令和４年 1 月 1日まで久留米市

埋蔵文化財 と西町文化財整 事 で し、令和２年 の調査成 を めた本書を

した。

年
番号 期間 地 名 面積 者

市
報告書

19 第220次調査 200713 20070717～20070829 弥 360㎡ 保 久 第267集

19 第222次調査 200719 20070910～20080228 北 853㎡ 保 久 第295集

20 第227次調査 200814 20080717～20081204 東 1,100㎡ 保 久 第315集

20 第229次調査 200822 20081114～20090213 東 322㎡ 　 第295集

21 第233次調査 200905 20090526～20090602 163㎡ 原道 第295集

21 第234次調査 200910 20090730～20091013 東 340㎡ 保 久 第315集

21 第237次調査 200915 20091022～20100118 380㎡ 保 久 第315集

22 第241次調査 201010 20101004～20110318 377㎡ 保 久 報告

23 第245次調査 201106 20110822～20110914 113㎡ 保 久 第435集

23 第246次調査 201109 20110907～20111128 400㎡ 第435集

第296次調査 201909 20190911～20191011 西上ノ原 150㎡ 第435集

298 202002 20200507 20201210 原 1,073 　 書

３ 第310次調査 202104 20210414～20210707 西上ノ原 369㎡ 報告

−1 −

はじめに

　合川町津福本町線に伴う筑後国府跡発掘調査
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部　　 ：
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原　道

　 、 　

市 久

　　 （ ）

はじめに

の

本書に した第 298 次調査に する、令和２～４年 の は 記のとおりである。

令和２年 ： 掘 調査、第 298 次調査

　調査 ：久留米市　都市建 部道路整備課

　調査 ：久留米市

　調査 ：久留米市　市民文化部

　　　　　　　　　　　　　　　　文化財保護課

　発掘 業

　　 、 　 、 　 、石 　 、 、 石　 、 　 、

　　 　　 、川原　 、 　 、久保 、合 　 、 上　 、高 　 代、

　　 　　 、 中　 、 中とし 、中 　 、 　 、原 　 、平 　 、

　　日 生　 、 　 、 　 文、本 　 、 　 、 山　　 、溝 　 、

　　 　　 、 　 、山 　 、 山　 、 し

令和３年 ：整 業

　調査 ：久留米市　都市建 部道路整備課

　調査 ：久留米市

　調査 ：久留米市　市民文化部

　　　　　　　　　　　　　　　　文化財保護課
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令和４年 ：整 業、報告書 成

　調査 ：久留米市　都市建 部道路整備課

　調査 ：久留米市

　調査 ：久留米市　市民文化部

　　　　　　　　　　　　　　　文化財保護課

　出土品整 業

　　令和２年

　　　石 　 、 上 恵 、 　 、 津山恵津 、 かおり、古 　 、

　　　 中 、 　 、溝上　 、 川　

　　令和３年

　　　 川　

はじめに
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遺跡分 （1 2 ）
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2121

2222

2323

2424

2525

2626

2727

2828

2929

跡跡

3131

3232
3333

3434

3535

　　　　　遺　　　跡　　　
跡 地

２ 筑後国府跡 ・
　　　　　　　 （古 遺跡・ 遺跡）
３ 筑後国府跡
４ 筑後国府跡国 跡（久保 遺跡）
５ 蔵 遺跡
６ 西 路遺跡

中 遺跡・上遺跡
８ 遺跡

筑後国府跡 （ 遺跡）
1 筑後国府跡 （ 道遺跡）
11 山 遺跡
12 ノ 遺跡
1 道遺跡
1 上遺跡
1 遺跡
1 本 遺跡
1 寺 遺跡・麓遺跡
18 日出原遺跡・日出原南遺跡
19 山古
2 高良山 跡
21 高良山 跡
22 川遺跡
2 城跡
2 東 寺遺跡・東 寺城跡
2 山川 遺跡（ ）
2 城跡
2 高良山 石
28 福 寺古
29 遺跡・ 中上ノ原遺跡

遺跡
1 市ノ上東 遺跡
2 市ノ上北 遺跡

遺跡
本遺跡

国寺甕 墓 ・ 国寺遺跡

1

Ⅱ．位置と環境
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地

　久留米市は の北部、福岡県のほ 中 に位置する。その市 は、 の 筑後川の中

に っており、南北 1 、東西 2 を測る。

　筑後川は 本県 の本高原に を発し、山 部を北 し 川と合 して、う は市と

分県日 市の にかかる 明 を て平 部に出る。 明 西は中 で、平 部では

川、 石原川、 川、 川、 川、 川などが合 しながら西 し、久留米市北

西部の 川との合 地点で れを南西方向に る。久留米市 町の筑後 より 西は

となり、 県と県 を成す。 面 は 2 8 を測り、 の平 である筑 平

を 成している。筑 平 の南 には、 によって 成された 山地が なり、その西

には、標高 12 ｍの高良山が平 部に 出している。 には 山地から 生する 日山な

どの丘 が平 に 出し、筑 平 の中 、久留米市市 地 で地 を成している。

　筑後国府跡は久留米市 地の東部、高良山の麓の中位段丘から低位段丘に、合川町、 町、

町 の東西１ に がる。

　 遺跡分 （1 2 ）

位置と環
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位置と環

　 での の 跡は、 石器時代までさかの る。 ノ 遺跡で 石器、市ノ上北

遺跡で 石器 器、 遺跡で 石器 石器、 石 などが出土したほか、

文時代の からの出土だが、 道遺跡で 石 が出土した。 文時代には、 道遺跡で

まで遡る土器が出土したほか、古 遺跡 遺跡、上遺跡、 ノ 遺跡、山 遺跡、 遺跡、

遺跡、 上遺跡、 国寺遺跡、 本遺跡、 遺跡、 遺跡で、 から の土器 石

製品が出土した。また、 道遺跡では の土坑 集石遺構、 遺跡と 道遺跡で埋甕、西 路

遺跡と ノ 遺跡で竪穴建物と土坑 、 遺跡と 遺跡で土坑、市ノ上東 遺跡で落とし

穴状遺構が され、高良山の麓から筑後川にかけて集落があったことを示 する。出土遺物では、

遺跡で出土した の土器が 土器（ ・ 器）として られるほか、西 路遺

跡で出土した石 石 は、 文化 東日本との を る上で で る。

　筑後国府跡 には、弥生時代の遺跡も い で分 している。 には、 ノ 遺跡で

土器の埋 遺構が検出されている。中 後 には、竪穴 土坑からなる集落遺跡が

遺跡 久保 遺跡、 遺跡、 ノ 遺跡、 遺跡、 本 遺跡に分 する。 本 遺跡で

は集落に 、 さ1 ｍ 上の 溝 甕 墓が つかっており、 な集落の存 が示 され

る。高良川を んだ市ノ上北 遺跡では、環状に 穴が並ぶ中 の特 な遺構 、 石

墓、甕 墓、弥生時代後 の土器などが つかっており、隣 する集落の存 を示す。さらに、国

跡の 国寺甕 墓 は 基の甕 墓と４基の土坑墓、12 基の 土坑からなる 墓 で、

時 の な集落の存 が で る。後 後 には、古 遺跡と 遺跡で さ11 ｍ 上の

字溝を伴う竪穴 と甕 墓が検出され、 、 などが出土した。 時 には、 蔵 遺

跡 遺跡、 ノ 遺跡でも竪穴 が られ、 遺跡では の 、 ノ 遺跡で

は 土器 、 環 が出土した。 地西 の な集落の東方に、中 遺跡

遺跡、 ノ 遺跡といった な集落が点 する が る。

　古 時代 に かれた 山古 は、高良山の山 に 地し、筑 平 を す位置にある。

約 2 ｍの方 であり、 丘中 に 石 の 部を つ。 品 は発掘調査より

に われていたが、高良 に 世する は、 山古 の出土と られている。

この古 の 丘 には、 基の甕 墓 石 墓を伴い、古 の を として られたと 墓

と られる。 時 には方 である福 寺古 も かれるなど、 の丘 上に古 が分

していた が る。また、市ノ上東 遺跡では竪穴建物のほか、方 区画溝が検出されており、

古 時代 の の環 という指摘がある。筑後国府跡では、 地区で古 時代後 の

竪穴建物 が つかっているほか、国府 の中 に れる 東 溝 と れる 路から、

世 の須恵器が 出土した。 遺跡でも古 土師器が出土しており、古 と 時 の

集落の存 を わ る。

　古代に ると、高良山に 石 山城が かれる。その 年代は明らかではないが、 の
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いにより の に られた 世 に かれたと られている。筑後国の成 も 時

と られており、『日本書記』 ４年条（ 9 ）では、 伴部 国の記事で 月

筑 国上 伴部 と 月 。 筑後国上 伴部 という記

がある。 12～ 1 年（ 8 ～ 8 ）の国 画 事業に伴い成 したと られている。高

良山 石の麓にあたる高良川 いの丘 西 では、高良山 石と 時 に、 建物 ６ｍ、

さ３ｍの 面 字状の 溝が検出されており、国府 置 の （いわ る ）と

されている。 は 世 までに成 した筑後国の国府に されたとみられ、古 地区に

は 地 を伴う建物 がみられる。

　筑後国府跡 道遺跡、山川 遺跡では、 世 代に される 痕が されてい

る。『日本書 』 第 には、 年（ 8）12 月条に 筑 、 に地 る という

記 がある。これらの地震痕跡は、この 筑 地震 の によると られており、 山地北

麓の を震 とする地震があったことが明らかになっている

　筑後国府は、 世 から12世 後 にかけて古 地区から 弥 地区、 地区、そして 道

遺跡を しており、 1 次を る発掘調査から、古代の筑後国における の中心 な

を ったことが明らかになっている。国府 で出土した 磁 陶器の 、

　調査地点の位置と 地 （1 2 ）

位置と環
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の出土 がある スラ 陶器といった陶磁器に 、 と書かれた 書土器の出土も、これを

ける。筑後国府跡 に を向けると、山 遺跡では ～ 世 の溝 土坑から、 陶器の

の 磁 が出土しており、『高良記』に する 国 との が指

摘されている。 ノ 遺跡では、８世 中 ～ 世 に 面 建物と 、 溝を伴う回

状遺構が される。これらの遺構は 回の建て が されており、その性 は と

する と、寺 とする がある。 時 の集落遺跡は、 ノ 遺跡の北東部に 世 後 ～８世

中 の竪穴建物 が分 し、久保 遺跡 山 遺跡、 道遺跡、 遺跡、 本 遺跡、 遺

跡でも８～ 世 の掘 建物 竪穴建物、 上遺跡で 1 ～ 11世 の掘 建物が検出されるな

ど、 に集落遺跡が分 する。また、西 路遺跡では方 区画溝を伴う1 ～ 11世 の掘

建物 が検出されており、 の存 が示 される。

　筑後国府跡から ノ 遺跡、 遺跡、 中上ノ原遺跡にかけては、道路遺構も検出さ

れている。国府 の西部を南北に走る道路は、 遺跡 中上ノ原遺跡を て、筑後国分寺・

国分 寺を結 、 中町 町を て 後国に る西 道の 道の 部と られている。こ

の 道の他にも、国府 を東西に走り、 ノ 遺跡で北方と東方の に分かれる道路遺構が

つかった。 は 府 向かう 路、後 は山本・ ・生 向かう 道とされている。

　11世 に国府が 遺跡から 道遺跡に したことに伴い、 道も高良山麓の 道（後の

道） ったと られている。 ノ 遺跡の 路は 11世 まで存 するが、12

世 には 土坑、土壙墓が点 するのみとなる。隣 する西 路遺跡でも に土壙墓が点

するだけだが、山 遺跡では 12世 の溝 土坑が検出されており、 陶磁器が出土した。筑後国

府跡でも、 地区 山地区、 石地区、上地区などで 12～ 1 世 の方 区画溝 土 、 、

土壙墓が分 しており、 遺跡の 1 世 の 跡、 遺跡の 1 世 の溝 、 遺跡の 1

～ 1 世 の 溝 と に、丘 から低地にかけて 集落が点 したことを示 する。

文書 にある ３年（128 ）６月８日 『 原 基 状』には、高良 国 に

　 地 、 分 とある。『高良 書』にも、高良山の 事に

わる集落 代 とみられる の がみ 、1 世 には が成 していたこ

とが る。高良山の西麓では、 本 遺跡で 1 ～ 11世 に遺構が し、麓遺跡では 12世 後

の方 の 溝が検出されており、 道の を示す。12～1 世 には、 遺跡 本 遺跡、

川遺跡、 寺 遺跡、麓遺跡、日出原遺跡、日出原南遺跡、高良山 跡、高良山

跡で溝 、地 坑などの土坑が 検出された。 道 い 高良 の に、今日の

町の にあたる集落があったことが る。中世 の『高良 書』には、高良

の である の に の が 、 では日出 を分 していたことが記され

ている。また、国府 を東西に く道路を示すとみられる ノ という記 があり、

国府 が に わっていたことが示 される。

位置と環



Ⅲ．調査の記録

の 経

　第 298 次調査は、 掘 調査で検出した遺構の分 と性 の を

するために した。 土置 と の 保 発掘調査 中

で南隣地にも遺構が分 することが明らかとなったため、調査は第６

のとおり、調査区を北東 北西 西 南の 区に分けて した。

面 1 1 ㎡に し、調査面 は 1 ㎡である。

　令和２年５月 日に調査器 を して、 で調査区北東部の 土

を した。地 約 ～ で遺構面に し、 日まで 土

を った。５月11日から 面 と遺構検出を め、 12日から遺

構掘り と測 などの記録 業に った。

ス（ 19）に伴う分 出 発掘調査 業 の 、さらに

りもあって は かで、 の は６月2 日に を

いて った。 後、 の掘 と記録 業に ったが、 月に る

と 線が にわたり に したことで が 次いだ。特に 月 ・８日の は、合

川町を 久留米市 地で道路の の を いたが、調査地点は 高 にあった

ことから を れた。 の記録 業は 月1 日に し、 を んだ 月2 日から 22日ま

で、 で調査区の北東部と北西部を した。

　調査区北西部は 月 日から 面 と遺構検出を めたが、 月28日の 明けと 時に

日が 、しかも発掘調査 の さで 業 の が されたことから、遺構検出に時

がかかった。８月11日から遺構掘 と記録 業を めたが、８月後 に ると 高 が

に する が 日 、 中 から 業時 を るを なかった。 月に っても、

日 上の ・1 号の 近、 の合 に 業を う日 が 、 は 1

月３日に で した。 後、1 月６日に調査区北西部を埋め した。

　調査区南部は 1 月６日に ス を がし、1 月８日と 日に 土 を った。1 月 12

日に 業 を して遺構検出を い、1 日からに遺構掘り と記録 業に った。 時

少した 業 が って たこと 、1 月に りよう く が まったことから 業は 調に

み、 は 11月 12日に で した。 後、 の掘 と記録 業を い、11月

1 日から 1 日まで、調査区南部と西部を した。

　調査区西部は 11月 1 日に で 土 を い、 日 後に 業 を して遺構検出を

った。 11月18日から遺構掘り と記録 業に り、 の は12月２日に で っ

た。 後、 の 掘と記録 業を て、12月 日に調査区の埋め しを めた。12月８日に埋

め しを さ た後、12月 1 日に器 の を し、 地での 業を した。

4.0

8.5

　調査区 （1 8 ）

北東

北

− 9 −

調査の記録



　調査地点の は 地だが、 は中 部が だったほかは が並んでいた。調査区北東

部（第 ）およ 北西部（第 11・12 ）では、地 を 瓦 、 ラスを み、しまりが

い の 土が 1～ ｍ い、北西部ではその に 土 、土器 を

の整地とみられる が 1～ 2ｍ られる。調査区の北東 中 部では、さらに

土 にぶい 土 、土器 を まりの い 土の を 1～

ｍ した。近世墓 近代 の は に後出する。これらの 土 の 、地

～ 9ｍ、標高 1 ～ 18 ｍで地山上面に する。

　遺構は地山上面で検出した。地山は、標高 1 8～ 18 1 ｍから上 がにぶい 土、 が明

土 土、 土で、 土は を く 。 によっては、上 と の に

土 明 土の が 1～ 2ｍみられた。

遺構

　検出した な遺構は、弥生時代の竪穴建物１基と土坑１基、古代の柵列１条と溝 1 条、道路遺構

１条、竪穴建物１基、土坑４基、 ３基、波板状凹凸面１基、硬化面２基、中世の溝５条と土

坑２基、 ２基、硬化面２基、近世の土壙墓８基、その他の埋甕１基、地震痕跡である。 、

年代 に る。

時代の遺構

物

2 （第 ・８ 、 ４）

　調査区北東部 で検出した遺構である。検出したのは遺構の南東 で、 は調査区 に 、

土壙墓 が後出する。 は 8 で、 ｍ、 2 ｍを測る。遺構の に

さ 1 ｍの段を し、上 から さ 1ｍで硬化面に り、さらに 11 掘り まれる。 穴は

16.5

8.0

　調査区北東部 面土 （1 ）

標高 18 ｍ

１

２

３

４

５ ５

６
８

1 11 12

1 1

1
12 1

1
18

19 ８

１  土（ 、 を み、 い）しま

　　り く、 面の 部に ラスが る。 土

２  土（にぶい 土 を ）

３  土（にぶい 土を ） 痕

４  土 土。しまり い。 痕

５  土（ 土 、にぶい 土

　　 を ）

６  土（にぶい 土 、 土

　　 を ）しまり い。 痕

 土（土器 、にぶい 土 を ）

　　 2

８  土（にぶい 土を み、土器 を

　　く ） 2

 にぶい 土（ 土 、 土 を ） 2

1 土 土。 土はしまり い。 痕か

11 土（ 、 を ） 2

12 土 にぶい 土 土（ 土を く み、 を ）

　　 2

1 土（ 土 を ） 2

1 にぶい 土（ 土 を ） 2

1 にぶい 土 土。 2 土

1 土（ 土 、 を ）しまり い。

　　 2 土

1 にぶい 土 にぶい 土（ 土、にぶい 土

　　 を ） 2 土

18 にぶい 土（にぶい 土、 土 、にぶい

　　 土 を ） 2 土

19 にぶい 土（ 土、にぶい 土 を ）

− 10 −
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16.5

23.0

　 2 測 ・土 （1 、1 2 ）

土

掘方

標高 18 2 ｍ

標高 18 2 ｍ

標高 1 9 ｍ

ｍ
2

8
1

高
標

１

２

３

４

５

６
８

１ 土（ 土、 土 を ）

　　しまり

２ 土（にぶい 土 、土器 を ）

　　しまり

３ 土（にぶい 土を ）

４ 土（ 土、 を ）

５ 土（ 土 、 土 を

　　 ）

６ 土（ 土 を ）しまり い

土（ 土 、にぶい

　　 を ）

８ 土（ 土 を ）

土（ 土、 土 を ）

− 11 −

調査の記録

　 2 測 ・土 （1 、1 2 ）



8.0

12.5

1 測 ・土 （1 ）

標高 18 ｍ

標高18ｍ

１

２

３
４

４

５
５

６
６

８
８

１  土（ 土、

　　 土 を

　　 ）しまり 。

　　 痕

２  土（ 土

　　 を ）

３  土（ 土を

　　 ）

４  土（

　　 土 を ）

５  土（ 土

　　 、 土

　　 を ）

６  土～ 土

（ 土 を

　　 ）しまり い

 にぶい 土（

　　 土 を ）

８  にぶい 土（

　　 土を ）

 土（ 土

　　 を ）

で なかったが、東 に ～ 8

ｍ、硬化面から さ 2ｍの があり、

土を検出した。埋土は土 のとおりで、硬化面

から上 は まりの い 土が で、硬化面

から は まりが い 土が である。

遺物は、弥生土器の 甕 甕、 、高 、 、

器 、 化 が出土した。

土

（第 、 ４）

　調査区北西部、 の だった 面で検出し

た遺構である。 1 が後出する。 9

～ 81ｍに して、 面は 1 28 ～ 1 ｍ、

面は 1 12 ～ 1 ｍを測り、 ラス 状の

面を する。 さは で 9 ｍを測る。土

は第 のとおりで、上 は 土を

の埋土、 は 土を の埋土が

める。出土遺物は い。

代の遺構

（第５ 、 ２・４）

　調査区南東部から中 部南 りで検出した遺構である。 の が南北 9 ｍ 東西 1 ｍ、

8～ 1 ｍにわたり分 する。 は南北方向が 1 、東西方向が で、

東西方向は ・ に並走する。 の さは 1 ～ 98 ｍで、

1 ・19 に 平される。埋土はいずれも、 土 を しまりの い 土 土で

められる。遺物は、弥生土器の甕 土師器の と 、 、甕、 土器 の 、須恵器の甕 、

文 の平瓦 瓦、 成 土 土らし が出土した。

（第 、 1）

（第５・1 、 ４）

　調査区東部中 から西部を る溝である。検出したのは 2 ｍで、東 は調査区 に 、西

は に 平される。 1 2 1に後出し、 12 ・12 に 平される。走 方

位は 1 から 82 で、調査区中 部北西 りで かに する。溝の 面は

の い 状 字状を し、上 1～ 1 2 ｍ、 9～ 1ｍ、 さは で

ｍを測る。埋土は、 と の埋土が める。出土遺物は、土師器の 、甕、 土器

の 、須恵器の 、甕、弥生土器の甕の 、 化 である。

− 12 −
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18.0

23.0

　 １・12 土 、 11 面 （1 2 ）

標高 18 ｍ

標高 18 ｍ

標高 18 ｍ

標高 18 2 ｍ 標高 18 2 ｍ 標高 18 2 ｍ

標高 18 1 ｍ 標高 18 1 ｍ 標高 18 1 ｍ

標高 18 1 ｍ

標高 18 1 ｍ

標高 18 1 ｍ 標高 18 1 ｍ

５

６

２

５
５６ １

1

1

８

５

1

6

1

５

４ ３

1

１ １ ２ ２ ３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３

４　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４

５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５ ６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ６

２

４

５

５

1

６

８

1

1

３

８

２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２ 　 ３　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 ３ 　 ４　　　　　　　　　　　　　 ４ 　　　　　　　

３

1

１　　　　　　　 １ 　　 ２　　　　　　　　　 ２ 　　 ３　　　　　　　　　 ３ １　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １

１  痕

２ 土（ 土 を ） の溝

３  にぶい 土（明 土、 土 を く ） の溝か

４  土（ 土 を ）

５  土（にぶい 土 、 を ）

１  土（ 土 、 土 、土器 を ）

２ 土（ 土を ）

３ 土（ 土 、土器 、 を ）

４ 土 土

５ 土（にぶい 土 を ）

６ 土（ 土 、にぶい 土 を ）

６ 土（にぶい 土 を ）

 土 土（ 土 を ）

８  土（ 土 を少 ）

 土（ 土 を少 み、 を ）

1  土（ 土を ）しまり い

土（明 土 を く ）

８  土（にぶい 土 、土器 を ）

 土（にぶい 土を ）

1  土（ 土 、にぶい 土 を ）

− 13 −
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16.5

13.0

1 ・1 土 （1 2 ）

標高 18 2 ｍ

標高 18 2 ｍ 標高 18 2 ｍ

標高 18 2 ｍ

標高 18 ｍ

標高 18 2 ｍ

１ １

２ ２

５　　　　　　　　　　　　　　　　 ５ 　 ６　　　　　　　　　　　　　　 ６

６

６

５

６

５

１

２３

４

３　　　　　　　　　　　 ３

６８

４　　　　　　　　　　　　　　 ４

６

８

1

１  土（ 、瓦 を ）しまり い。 土

２  土（ 、瓦 を く ）

３  土（ 土 、。１ の 、

　　土器 を 。整地に伴う 土か

４  土（ 土 、 土 、

　　 を ）

５  土（明 土、 を ）

　　痕

６  土（にぶい 土、にぶい 土

　　 を ） 1

 土（ 土 を ） 1

８ 土 にぶい 土（ 土、 土

　　 、土師 を ） 1

 土（ 土、 土 、土器 を

　　 ） 1

1  土（ 土 を ） 1

− 14 −

（第５・1 、 ４）

　調査区西 で検出した溝である。走 方位は ５～ で、遺構の西 が調査区 に

ぶ。検出 は 9 9ｍで、北 は に、南 は 12 に 平される。上 は で 1ｍ、

は で 8ｍを測る。 面は 状を し、 さは北 で ｍだが、南に向かって

くなり、 で 28ｍを測る。埋土は、にぶい 土 分を 土である。遺物は、土

師器の 、甕の 、須恵器 の 部、 土 が出土した。

（第５・1 、 １）

　調査区西部で検出した溝である。北 は 12 、南 は 21 が後出する。検出したのは

18 8 ｍで、走 方位は ３～ 9 を測る。上 は ～ 1 1 ｍを測る。 部は さ

～ ｍに段を しており、 さは で ｍを測る。埋土は土 のとおりで、

の埋土が める。また、 状 からも掘り された状 が る。出土遺物は、土師器の 、

、甕、 土器 の 、須恵器の 甕、 文 文 ス しの 瓦 平瓦、

・ 陶器の などの 、 陶磁器の 磁 の 、土 成 土 、弥生土器の 、

石の である。

調査の記録
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（第５・11 、 ５）

　調査区北西部を走る溝である。走 方位は ５～８ で、 かに する。検出 は

2 ｍで、北 は調査区 に ぶ。 1 1 に後出し、 １・12・1 に後出するほか、

上に位置する 19 とは の溝とみられる。 面は の い 状を し、上 2

～ 9 ｍ、 2～ 1ｍ、 さは で 9ｍを測る。 面の標高は、地 に い南に向かっ

て じる。埋土は土 のとおりで、 土と 土で 分される。遺物は、土師器の 、

、甕、 土器 の 、須恵器の 甕、 ・ 陶器の などの 、 陶磁器の 磁

の 、 文 文 ス しの 瓦 平瓦、 成 土 弥生土器の が出土

した。

（第５・12 、 ５）

　調査区北西 で検出した溝である。走 方位は 12～ 2 で、 かな 線を く。検

出したのは ｍで、北 は調査区 に 、南 は １・12 ・12 に 平される。上16.5

15.0

1 ・1 土 、 1 面 （1 2 ）

標高 18 ｍ

標高 18 ｍ

標高 18 1 ｍ標高 18 1 ｍ

１

２

３

４

５

６

1
1

1

1

11

12
８

８

1

１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １

２　　　　　　　　　　　　　　　　 ２

1

１　　　　　　　　　　　  １ 　　　  ２　　　　　　　　　　　 ２

１  土（ 、瓦 を ）し

　　まり い。 土

２  土（ を ）

３  土（ 土 、１

　　 の 、土器 を ）整

　　地に伴う 土

４  土（ 土 、

　　 土 、 、土師 を ）

　　

５  土 にぶい 土。

６  土（ 土を ）

土。 1

８ 土（にぶい 土

　　を ） 1

 土（ 土を ）

　　1

1 土（にぶい 土 、

　　 分を ） 1

11  土（ 土 、

　　 土 を ） 1

12  土（にぶい 土 、

　　 土 を ） 1

1  土 土（ 土

　　 、 土 を く

　　 ） 1

1  土（ 土、 を

　　 ） 1

1  土（ 土 を ）

　　 1

1  土 土。 1

1  土。

調査の記録
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～ ｍ、 1 ～ 2ｍを測り、溝の北部に向かって が くなる。 さは で 28ｍ

を測る。埋土は 土 土、 土で、上 の 状 から掘り しが示 される。出土

遺物は、土師器の 、 、甕、 土器 の 、須恵器の甕 、弥生土器の である。

（第５・12 、 ５）

　 1 と に、調査区北西 で検出した溝である。北 は調査区 に 、南 は 1 が

後出する。検出 は2 ｍで、走 方位は ８ である。溝の 面は 字状を し、上 19

～ ｍ、 1 ～ 2 ｍを測る。 さは溝の南 で 2 ｍだが、北に向かって段状に く

なり、調査区 面で 8 ｍを測る。埋土は、 土と 土 の埋土が め、掘り し

た痕跡がみられる。遺物は、土師器の の 部、須恵器の甕の 部が出土した。

（第５・12 、 ５）

　調査区北部中 で検出した溝である。 １・12 に後出する。走 方位は 1 で、 さ 82

ｍを測るが、溝南 の 上にも が列状に検出された があり、南方になお る可能性

がある。溝の 面は の い を するが、溝の北 と中 に 状のく みがある。上

は ～ 8ｍ、 は ～ 1ｍで、 さは溝の部分が で 12ｍ、く みまで

と で 2 ｍを測る。出土遺物は、土師器の 甕、 土器 の の 部 、 文 と

文 ス しの平瓦 １点のみである。

（第５・11 、 ５）

　調査区北西部 で検出した遺構である。遺構の は調査区 におよ 、 1 が後出する。

検出したのは 2 28ｍのみで、走 方位は 18 である。 面は、 状から 字状を し、

上 は で 1 8ｍ、 は で ｍを測る。 面は の段を し、 で ｍを

測る。埋土は土 のとおりで、 土とにぶい 土からなる上 と、 に 土からなる

で 分される。遺物は、土師器の 、 、甕、須恵器の甕、 文 などの平瓦、

石製石 の が出土した。

（第５・1 、 ５）

　調査区中 部から南東 を走る溝である。検出 は 8ｍで、走 方位は ６～12 を測

り、 かに する。 に 平されるほか、調査区南東部の２ で れる。 面は、

状から 字状を し、上 は ～1 ｍ、 は ～1 2 ｍを測る。 面は の段を

し、 さは で 19ｍを測る。埋土は、にぶい 土 を 土で められ、

土 の で 分で る がある。出土遺物は、土師器の 、 、 、甕、

土器 の と 、須恵器の甕 、 文 と 文 ス しの平瓦、弥生土器の甕である。

（第５・1 ・1 、 ５・６）

　調査区南西部で検出した遺構である。 1 の 上に位置し、 遺構の可能性があるが、

埋土 さが く なるため、 の溝として報告する。南 は に 平され、検出したのは

2 1ｍ、走 方位は 12 から 1 と する。北部で 21 、南部で

調査の記録



16.5

13.0

1 面 ・土 、 19 ・ ・ 土 （1 2 ）

標高 18 ｍ

標高 18 ｍ

標高 18 ｍ

標高 18 ｍ標高 18 ｍ

標高 18 ｍ

標高 18 ｍ

３

２

４

１

５

１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １ ２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２

３ ３

４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４

５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５

１

2

1

６　　　　　　　　　　　　　　　　 ６

１  土（ 土 、 分、土

　　器 を ） 19

２  土（ 土 を ）

　　19

３  土（ 土 、 分を

　　 ）

４  土（ い 土を ） 　

５  土（土器 を ）

１ 土（にぶい 土、

　　 土 を ）

２ 土（にぶい 土を

　　 ）

− 17 −

が後出するほか、 1・ などに後出する。 面は な 状を し、上

は 1～ 1 ｍ、 は 22～ ｍを測る。 は 平に伴い くなるが、北部の さ

は で ｍを測る。埋土は、 土 を 土で、 の に分かれる。遺物

は、土師器の 、 、甕、 土器 の 、須恵器の と甕、 文 ス しの 瓦と

した平瓦、弥生土器の甕、 成 土 、 の が出土した。

（第５・1 、 ６）

　調査区西 中 から南東 に る溝である。 は調査区 に 、検出したのは さ 2 2 ｍ

のみである。 の と 、 12 が後出するほかは、 する遺構の に後出する。

走 方位は 1～ で、 する。上 ～ 1 8 ｍ、 12 ～ ｍ、

さは で1 1ｍを測り、溝の南東部に向かって くなる 向にある。埋土は土 のとおりで、

の埋土と の埋土が める。 面は な 字状を し、埋土の 状 面の

状から、少なくとも２回の掘り しが示 される。遺物の は で、ほとんど ラ り

の土師器の 、 、 、 、甕、 、 、 土器 の 、 、甕、

土器 の 、須恵器の 、 、甕、瓦器 、 陶器の 、 磁 磁 などの

調査の記録



16.5

18.0

　 21 土 （1 2 ）

標高 18 2 ｍ 標高 18 2 ｍ

標高 18 ｍ 標高 18 ｍ

標高 18 ｍ

１　　　　　　　　　　　　　　　　　 １’　　　　　　　 ２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２

２４ ４

５

６

1

11

1

２
４

５

８

11

６ ６

３

４

５

６

11

１

３
４

５

６

11

３

５

８

11

６
６

３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３’　　 　　 ４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４

５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５

８８

１ 土または 土（ 土 、 土 を ）

　　 痕

２ 土（にぶい 土、にぶい 土 、土器 を ）

３ 土 土（ 土 、 土 、土器 を ）

４ 土（ 土、にぶい 土 。 土 、

　　土器 を ）

５ 土（ 土、 土、にぶい 土 、 分を ）

６ 土（ 土 、にぶい 土 、土器 、 分を

　　 。しまり い）

土（ 土、にぶい 土 を ） 面 落土か

８ 土 土（ 土、 土 、土器 を

　　 。しまり い）

土（ 土、 土、 土 を ）

1 土

11 土 土（ 土、 土 、 を み、 部

　　しまり い）

陶磁器、 文 文 ス しの平瓦 瓦、弥生土器の 、 石 石などの石

製品、 石 、 山 、石 の 、 成 土 が出土した。

（第５・1 ・1 、 ）

　調査区南部を東西に る溝である。検出 は18ｍで、東 は調査区 に ぶ。西 は が

後出し、 12 ・19 ・21 の波板状凹凸面、 などが後出する。走 方位は ～

8 を測る。 面は 状から 字状を し、上 は 29～ 8 ｍ、 は 1 ～

ｍ、 さは で 22 ｍを測る。埋土は第 1 のとおりで、 土 土器 を 土から

− 18 −

調査の記録



なる上 と、 土とにぶい 土が じりあう で 分される。出土遺物は、土師器の 、

、 、甕、 、 土器 の 、須恵器の 、 、甕、 文 ス しの 瓦、

平 な面を する 石製品 状の 、 といった石製品、 成 土 、 である。

（第５・1 、 ６）

　調査区中 部を に る溝である。検出したのは 1 8ｍで、西 は調査区 に 、

19 、 が後出する。走 方位は 8 で、 と並走する。

面は、 部が な 状を し、上 は 9～ 2ｍ、 は 18～ 9ｍを測る。

さは東部で 1 ｍを測るが、溝の中 部は 平が しく、その さは５ にも たない。遺物は、

土師器の 甕、須恵器の 、 土器 の が出土した。いずれも溝の東部から出土しており、

中 部と西部からの出土遺物は い。

（第５・12・1 、 ５・６）

　調査区西 中 部から南部で検出した溝である。検出 は 1 9ｍで、南 は に 平されるほ

− 19 −

16.5

14.5

　 ・ ・ 面 、 19 ・ ・ 、 2・ 土 （1 2 、1 ）

標高 18 ｍ

標高 18 ｍ

標高 18 ｍ 標高 18 ｍ

標高 18 ｍ 標高 18 ｍ

標高 18 2 ｍ

１

2

３

４
５

６

1 ８

３　　　　　　　　　　　　　 ３

１　　　　　　　　　　　　　　 １ 　　　 ２　　　　　　　　　　　　 ２
　　　　　　　　　　　　　　　　

１　　　　　　　　　　　　　　 １ ２　　　　　　　　　　　　　 ２

 土（にぶい 土、 土 を ） 19

８  土（土器 、 を ）しまり い。 2・

 土（ 土 を ）

1 土～ 土。

１ ス

２ 土（ を く ） ラス

３ 土（にぶい 土を ）

４  土（明 土 を ）しまり いがも い。

５  土。

６  土。 

調査の記録



か、北部の西 は調査区 に ぶ。走 方位は ４～８ で、南 は する。 面

は 状で、上 は ～ 1 ｍ、 は 1 ～ ｍを測る。 さは で ｍを

測る。埋土は 土 の を 土と 土で 分される。出土遺物は、土師器の

、 、 、甕、須恵器の甕、 土器 の 、陶器の の 、 文 ス し

で調整 明の 瓦 平瓦、 の 、 成 土 である。

（第５・1 、 ５）

　調査区中 部西 で検出した溝である。 に後出するが、 は 、東

は 19 、西 分は が後出される。 存するのは さ ｍ、 9 ｍで、 さは

で 18 ｍを測る。埋土は第 1 のとおりで、土器 を 土である。遺物は、

土師器の 、 、 、甕、須恵器の甕、 土器 の 、 文 調整 明の平瓦 、

成 土 、 化 が出土した。

（第５・1 ・1 、 ５・６）

　調査区南東部で検出した溝である。北 は に 平さ

れ、土坑 2が後出する。検出 は 8 ｍで、走 方

位は ５ から を測る。 面は

の 状を し、上 は 9～ 9ｍ、 は 2

～ ｍ、 さは で 28 ｍを測る。埋土は、 土

を 土が を める。出土遺物は、土師器

の 甕、須恵器の甕、 土器 の 、調整を し

た 瓦、 の である。

遺構

（第 1 、 ６・ ）

　調査区中 部西 りから北西部で検出した遺構である。硬化面上に した 土と、

に後出する波板状凹凸面、 波板状凹凸面が後出する硬化面、硬化面を がして検

出した掘方から構成される。 平が しく、 の他にも遺構検出の時点で 12 ・19 ・

21 ・ が後出し、西 は に、東部は に 平される。東 に る掘方と 存 は

11 ｍにおよぶ。ただし、後 するように硬化面 が掘方の の可能性がある。走 方

位は で、 ・ と平 である。波板状凹凸面（ １～ 1 ）は、 心

ｍ で並ぶ 1 基の からなる。 は さ 8～ 2 ｍ、 2 ～ ｍ、 さ 1

～ 21 ｍを測る。埋土は 土 土で、約５～ 2 の を に 。掘方は 2 8

ｍを測り、波板状凹凸面と に、11 基の を する。 の位置は波板状凹凸面とほ

じだが、 は ～ 8 ｍと ではなく、平面 が く なるものもある。 1 に

平されている もあるが、 さ 8～ 1 9 ｍ 上、 ～ 1ｍ、 さ ～ 1

ｍを測る。埋土は 土で、しまりが く、土器 を 。

6.0

5.5

　 、 2土 （1 2 ）

標高 18 ｍ

　　　　　　　　　　　　　　　

１

２
３ ４

１ 土（にぶい 土 を ）しま

　 り い。 2

２ 土（ 土 を ）

３ 土 土（ 土 を

　　 ）

４ 土（ 土 を ）

− 20 −
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　出土遺物は、 土と波板状凹凸面の 埋土、硬化面 上、硬化面より の 、掘方

で分けて り上 た。まず硬化面上の 土からは、土師器の 、 、 、甕、 、

土器 の 、 、甕、 土器 の 、須恵器の 甕、 、 陶器の 、 とみられる

陶器の 、 文 文 ス し、 で調整 明の 瓦 平瓦、 成 土 、

石 の 、 が出土した。土師器の には、 り の 部が まれ、 の中には したもの

がある。波板状凹凸面の からも、上 と の遺物が出土した。遺物の点 は く、須

恵器は 、 、甕と器 に み、古瓦の調整は 文 文 ス しに られる。

さらに、土師器の 陶器の 、 陶磁器の 磁 、 石の が出土した。これ

らの遺物の 部は、 硬化面 上の出土遺物と が 合した。また、 石 などの

の出土が ち、 １基あたり2 点 上出土した。 には、 したもの が するもの、

分が したものもみられる。掘方の からの出土遺物も、波板状凹凸面と の 向が ら

れたが、瓦 の出土が ち、土製の 文土器、弥生土器、 が まれる。

の掘方からの出土遺物は 少なく、 で められる。器 も られ、土師器の 、甕、須

恵器の甕の 部 、 土器 弥生土器、 した のみである。

物

（第18 、 ）

　調査区中 部北西 りで検出した遺構である。検出したのは遺構の南東部で、 は 1

が後出する。 存したのは 2 ｍ、 1 ｍのみである。 さ 1 ｍで段を し、南

東 は さ 19ｍを測る。また、段の には さ1 ～ 2 の掘方を する。明 な 穴は で

なかったが、北東 に 2 ～ 1ｍ、 さ 2ｍの がある。南東 の 出部には 土

50cm

16.5

9.5

　 1 測 ・土 （1 、1 2 ）

土

掘方

標高 18 ｍ

ｍ
8

1
高

標

ｍ
8
1

高
標

標高 18 2 ｍ

６
３

２
４

１

５ ５

１  土 土。

２  土（ 土 、

　　 を み 土を く ）

３  土（ 土 、

　　 、 土を ）

４  土（ 土、 土を

　　 く ）

５  土（ 土 、

　　土、 を ）

６  土（ 土 を ）

 土
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16.5

23.0

　 8 ・8 ・2 1・ 測 ・土 （1 ）

標高 18 ｍ

標
高

 
1
8

ｍ

標
高

 
1
8

ｍ
標高 18 ｍ

標
高

 
1
8
1
ｍ

標高 18 1 ｍ

標高 18 1 ｍ

標高 18 1 ｍ

標高 18 ｍ

標
高

 
1
8

ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
 

　　　　　　　　　　　

１２

３

１
３ ４

　　　　　　　　　　  　

　　　　　　　　　　　　 

１ 土（ 土 、

　　 土 を ）

２ 土（ 土を ）

３ 土

４ 土 土（ 土

　　を ）

調査の記録
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が分 し が２点出土したが、 道などの明 な 備 硬化面、 土などは かった。埋

土は土 のとおりで、 土と 土で められる。遺物は、土師器の 、 、 、 、

甕、 、 土器 の 、須恵器の甕、弥生土器の甕、 石とみられる 山 の石製品、

土 が出土した。

土

（第 19 、 ）

　調査区東部中 で検出した遺構である。遺構の東 が近代の土坑に 平されるが、 方 の平

面を するとみられる。検出したのは さ1 1 ｍ、 9 ｍである。上 から さ 2ｍに段を

し、 さは で ｍを測る。出土遺物は、土師器の と 、 土器 の 、弥生土器の

甕の 部 である。土師器の の は、 8 出土遺物と 合した。

（第 19 、 ）

　調査区東部中 で検出した遺構である。近代の土坑 が後出するが、上 は の平面を

し、 は南東方向に 2ｍ 出る。上 の は 98～ 1 8 ｍで、 さは で ｍ

を測る。遺物は、土師器の ラ の 、 、甕、須恵器の 甕、弥生土器の甕

高 の 、 した 土 が出土した。

（第 19 、 ・８）

　調査区北西部、 １西 の 面で検出した遺構である。 の い 字 の平面を し、 1 8

ｍ、 1 9 ｍを測る。北 と東 には、 さ 19ｍと ｍ、 ｍに段を し、 さ

ｍで 面に る。埋土は土 のとおりで、 土と 土、 土からなる。出土遺物は、

土師器の 、甕に て、須恵器の甕、 土器 の甕があるが、いずれも である。

（第 19 、 ８）

　調査区中 部南 りで検出した遺構である。遺構の南 分を 近代の土坑に 平され、

存するのは 1 98 ｍ、 1 12 ｍである。 面は の段に分かれ、 さは で 2ｍを測る。

埋土は、にぶい 土 土 を 土だった。遺物は、土師器の 、 、甕

と 土器 の 甕、 土器 の の 、須恵器の 甕、 した 土 土など

の土製品、 製の 石とみられる石製品が出土した。

（第 2 、 ８）

　調査区北西部で検出した遺構である。 に 平されるが、 な の平面を し、

～ 2ｍを測る。 部は の段を し、 さは で ｍを測る。埋土は、 土

である。遺物は、土師器 が さ 2 から１点出土したのみである。

（第 2 、 ８）

　調査区中 部で検出した遺構である。 2 2を構成する の とつと られるが、遺物出

土状 を記録したことから、 の として報告する。 の平面を する に、 1

調査の記録
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～ 19ｍの が 出

る。 の は さ

ｍ、 2 ｍで、

さは で 8ｍを測る。

さ 18 ～ 22 ｍに段を

するほか、 さ５～ 18

に、土師器 須恵器、古瓦、

が み なった状

で埋 していた。埋土は

土である。

の の遺構

面

（第 21 、 ８）

　調査区北西部 で検出した遺構である。西 は調査区 に 、 の 部分だった で

地 に伴い 平される。 心 ～ ｍ で並ぶ３基の い で構成される。

は 1 ｍで、方位は ２ である。 は、 ～ 8ｍ、 2 ～

ｍを測り、 さは ｍで地 に って がる 向がある。埋土は、 土 と を

土で められる。遺物は かりで、土師器の 甕、須恵器の 甕、 陶器が出土した。

面

（第５・21 、 ８）

　調査区北 中 で検出した遺構である。 さ ｍ、 は で 1 ｍの い 状で、北

は 1 、中 部は の に 平される。遺構の南北で５ の段を し、 さは で 12

ｍを測る。埋土は土 の りで、 土 土器 を のしまりが い土で められる。

出土遺物は、土師器の と須恵器の の １点のみである。

11.5

8.5

　 21 ・ 測 （1 2 ）

標高 18 2 ｍ

標
高
 
1
8
2
ｍ

標高18ｍ

標
高

1
8

ｍ

16.5

6.5

　 12 測 、 1 土 （1 2 ）

標高 1 8 ｍ

標高18 ｍ

１２

３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

１  土（ 土。土器 を ）しまり い

２  土 にぶい 土（ 土 、土器 を

　　 ）しまり い

３  土（ 土、土器 を ）しまり い
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（第５ 、 ２）

　調査区南東部で検出した遺構である。 21 が後出する。平面は で、 さ2 18ｍ、

1 18 ｍ、 さは で 12ｍを測る。埋土はしまりの いにぶい 土で められる。遺物は、

土師器の とみられる が１点のみ出土した。

の遺構

（第 22 、 ）

　調査区北東部 で検出した溝で、走 方位は である。検出したのは 2 2 ｍで、
16.5

18.0

　 ２ 測 （1 2 ）

　　

　　

土　師　器

須　恵　器

古　　　瓦

標
高
 
1
8

ｍ

標高 18 ｍ

標高 18 ｍ

標
高
 
1
8

ｍ
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東 は調査区 に 、西 は近代の 土坑 に 平される。溝の 面は、上 が に す

る 状を し、上 は 9 ～ 1 1 ｍを測る。上 から さ ～ 1 ｍに段があり、中

～ ｍ 2 ～ 2 ｍの い溝にいたる。 い溝は南東 で さ 18 ｍ、北

西 で さ 1ｍを測り、北西方向に くなる が る。また、 面から約５～ 1 いた

状 で、約５～ 2 方の 土師器、須恵器、古瓦が されていた。埋土は、 土

と まりの い 土で められ、 面に が集中する。出土遺物は、 り の土師器の

、甕、須恵器の甕 部 平 、 文 ス しの古瓦、弥生土器の甕、 成 土 、

製の 製石 の である。

（第５・2 、 ）

　調査区中 部北 りで検出した溝である。走 方位は ～ 8 で、 ２の北西 上

に位置するが、 が 点しか出土 ず、 も なるため、 の溝として報告する。東 は近代の

土坑が 平し、西 は調査区 に ぶため、検出したのは さ 12 ｍである。 面は、溝の西

部が ２と に、上 が に する 状を するのに し、溝の東部は段が い 状

を す。上 は1 ～2 89ｍを測り、上 から さ 8～ 1ｍに の段がある。この段から、

中 ～ 1 ｍ、 18 ～ 1 ｍの い溝にいたる。 い溝も中 部に段を し、
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16.5

12.5

　 ・ 土 、 土 ・ 面 （1 2 ）

標高 18 ｍ

標高 18 2 ｍ

標高 18 2 ｍ

標高 18 ｍ

１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １

１

２

２　　　　　　　　　　　　 ２

１

２
２

４

８

11

１

３

４

５

６

1

２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ２

１　　　　　　　　　　　　　　　　　 １
１ 土（ 土 を ）

２ 土。 土 を 。

１ 土（ 土 を ）

２ にぶい 土（ 土 、

　　土 を ）

３ 土（ 土、 土を ）

　　

４ にぶい 土（ 土 、

　　 土 を ）

５ 土（ 土、 土を ）

　　

６ 土 土。

にぶい 土（ 土 を

　　 ）しまり い

８ 土（にぶい 土、 土

　　 を ）

にぶい 土（ 土、 土

　　 を ）

1 土（ 土 を ）

　　

11 土（ 土 を ） 面

　　に 分 する。
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南東 で さ 11ｍ、北西 で さ 1ｍを測り、北西方向に向かって くなる が る。埋

土は土 のとおりで、 土と の埋土で められる。遺物は、弥生土器の甕の 部

部、土師器の 、 、甕、 、土 、 土器 とみられる 、須恵器の 甕、瓦器の 、

陶器の の 、 文 文 の平瓦 瓦が出土した。土師器の は、 り

の 部を み、土 の はいずれも している。

（第５・2 、 ）

　調査区北東部で検出した溝である。検出したのは 2ｍのみで、西 は調査区 に 、東 は

近代の 土坑が 平する。走 方位は である。上 ～ 82ｍ、 1

～ ｍを測る。溝の さは で 29ｍを測るが、 部には ～ 1ｍ、 さ ～ 18

ｍの が並ぶ。埋土は土 のとおりで、 土と 土で 分される。また、 の

面には さ の の がみられた。出土遺物は、土師器の甕 、須恵器の甕 部 、

磁 の 、弥生土器の甕が出土したが、いずれも である。出土遺物からの年代 に するが、

２・ ・21 といった中世の溝と方位がほ であることから、中世の溝と した。

（第５・2 、 ）

　調査区北部、 の 面で検出した溝である。北 は 2 、南 は 、中 部は

が後出し、検出したのは さ ｍである。走 方位は 8～ である。上 22～ 9

ｍ、 1 ～ ｍ、 さは で 1ｍを測り、北に向かって くなる 向が られた。

埋土は土 のとおりで、南 は 面に が集中する。遺構検出時に弥生土器の甕の 部 が出土

したが、埋土から遺物は出土していない。走 方位が ２・ と であることから、中世の遺

構と した。

（第５・2 、 1 ）

　調査区の西部を南北方向に る溝である。走 方位は ６～ 1 で、 かな を

く。検出したのは 1 ｍで、南 で の に、北 で のス に 平されるほかは、

する遺構の に後出する。溝の 面は みを る 状から 字状で、上 は ～

1 1ｍ、 は 9～ 8 ｍを測る。溝の さは 1 ～ ｍを測り、溝の北部に向かって

くなる 向がある。また、溝の中 部と南部の 面には段があり、その さは ～ ｍを測る。

埋土は土 のとおりで、にぶい 土 を から の上 と、 土

、土器 を 土の で で る。 状 から、掘り された が る。

なお、溝南部の埋土は、 土 を 土で められる。出土遺物は にわたり、土

師器の 、 、甕、 、 、土 、 土器 の 、須恵器の 甕、瓦器の

、 文 文 の平瓦 瓦、 ・ 陶器の などの 、 陶磁器の

磁 磁合 、 磁 、 陶器の 、弥生土器の甕、 とみられる土製品、 石製石 の

品 石などの石製品、 した の 、石 、 の 、 といっ

た 製品である。土師器の は、 り が める。

調査の記録



土

（第 2 、 １）

　調査区東部 で検出した遺構である。近代の 土坑 が後出し、かつ遺構の東 が調

査区 に ぶが、南西 が 出る平面 を する。検出したのは さ 2 1ｍ、 1 2 ｍで、

さは 21ｍを測る。出土遺物は、 り の 、 、土 、 土器 の 、須恵器の甕

の 部 、瓦器の 、 陶磁器の 磁 の 、弥生土器の 、 成 土 がある。

（第 2 、 1 ）

　調査区北 中 部 で検出した遺構である。 、 の 部として掘 したが、平面

が まらず、埋土の が なることから、掘 中に 査した結 、 の土坑と した。北

は調査区 に 、 ・2 に後出する。検出したのは ｍ、 2 2 ｍのみである。

さは で 2ｍを測るが、土坑の中 部に約 1 り上がる がある。埋土は土 のと
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１ 土 土（ 土 を ）

　　しまり 。 痕

２ 土（にぶい 土 を ）

　　12

３ 土（にぶい 土 、土器 を

　　 ） 12

４ 土（にぶい 土 、

　　 土 を ） 12

５ 土～ 土（ 土 、

　　 土 を ） 12

６ 土（ 土 、 、土器 を

　　 ） 12

 土（ 土、 土

　　を ）

８  土（ 土 を ）
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おりで、 土 を の埋土で められるが、 面は 土と 土が

していた。遺物は、 り の 、土 、 土器 の 、須恵器の甕 、瓦器 、

陶磁器の 磁 と 磁 の 、 文 の平瓦、弥生土器の が出土した。

（第 2 、 1 ）

　調査区東部中 で検出した遺構である。近代の土坑 に 平されるが、 の平面を

する。 さ ｍ、 ｍ、 さ 1 ｍを測る。埋土は 土だった。出土遺物は、 り

16.5

18.0

1 測 、 2 測 ・土 （1 ）

標高 18 2 ｍ標高 18 ｍ

標
高

1
8

ｍ

標高182ｍ

標
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1
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１１
２３
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１ 土（ 土 、土器 を ）

２ にぶい 土（ 土 、

　　土 を ）

３ 土（ 土 を ）

４ 土 土。
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の土師器 と須恵器の の 部、 土器 の のほか、隣 する と に検出し

た に、土師器の 、 土器 の 、 成 土 が出土した。

（第 2 、 1 ）

　調査区北西部で検出した である。 1 に しており、遺構検出時は 1 が後出す

るとしていたが、出土遺物の年代から 1 が後出すると した。 に近い の平面を

し、 2 ～ 29ｍ、 さ 22ｍを測る。埋土は、 土 を 土である。

出土遺物は、 さ1 近に めに埋まっていた土師器の １点のみである。

の の遺構

面

（第５・1 ・1 ・2 、 11）

　調査区南西部で検出した遺構である。 などの溝に後出し、北 は と の硬化

面で、 に 平される。走 方位は ６～1 ― で、 い平面 を する。 存 1 8ｍ、

～ 9ｍ、 さ ～ 1 ｍを測る。埋土は、遺構の北部はにぶい 土

土器 、 を 土で められ、南 は を の埋土である。 土

土 は、いずれもしまりが い。遺物は かりで、土師器の甕、須恵器の 甕、須恵器の

または の 、 した が出土した。

（第５・1 、 11）

　調査区南西部で検出した遺構である。すでに たように、北 は 2と の硬化面であ

り、埋土の 後出する遺構に しいことから、 2と になるとみられる。北 は

が後出するほか、遺構の中 部も 石が後出する。走 方位は ～ 12 ― で、

2と心 で 1 ～ 1 ｍ を保ち並走する。 存 8 2ｍ、 28～ ｍ、 さ 8

～ 12ｍを測り、 い平面 を する。埋土は土器 、 を 土で、 2と に
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しまりが い。 の出土遺物は く、 2と の硬化面北 から、土師器の 、

、甕、須恵器の甕、 土器 の 、瓦器 が出土した。

の遺構

土

（第５ 、 11）

　調査区北東 で検出した土壙墓で、 の土壙墓 の北東部に位置する。北 は調査区 に

ぶが、 方 の平面を し、 1 89ｍ、 1 9ｍ 上を測る。掘 中に を したため、

上から さ 9ｍまで掘 した。墓壙の中 に、 の痕跡とみられる ～ ｍ、

さ ｍの を した。埋土は 土で、 土 明 土 を 。

出土遺物は、土師器の甕 古瓦の した 、近世の とみられる土師器の の に て、

の が出土した。

（第 2 、 11）

　 ５と に、調査区北東 で検出した

土壙墓で、土壙墓 の北 に位置する。土壙墓で

掘した。北 は調査区 に ぶが、 方

の平面を するとみられ、 1 1 ｍ、

8 ｍ 上、 さは で ｍを測る。遺物

は、土師器の 甕、 土器 、弥生土器の

が出土した。

（第５ 、 11）

　近世墓 の中 で検出した。 な 方 の

平面を し、 1 8ｍ、 1 19 ｍを測り、

の遺構の 面が墓壙 面で で る さ

2ｍまで掘 した。埋土は 土で、 土 土 を 。出土遺物は、

土師器の 甕、 の 、弥生土器の である。

（第５ 、 11）

　調査区北東 で検出した墓壙である。 方 の平面を し、 1 8ｍ、 1 ｍを測り、

の遺構の 面が墓壙 面で で る さ 2ｍまで掘 した。埋土は 土で、 土

土 、 を 。遺物はいずれも で、土師器の 甕、 、 土器

の 、弥生土器の 、近世の 陶器 の が出土した。

（第５ 、 11・12）

　調査区北東 で検出した墓壙で、近世墓 の南西 に位置する。 方 の平面を し、 1

ｍ、 1 2 ｍを測り、 の遺構の 面が で る さ ｍまで掘 した。埋土は

土で、 土 を 。出土遺物は、土師器の 甕、近世の陶器 の である。

8.0

7.0

　 ６ 測 （1 ）

標高 18 1 ｍ
ｍ

1
8
1

高
標
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（第５ 、 11・12）

　土壙墓 の南部で検出した。 方 の平面を し、 1 22 ｍ、 1 18 ｍを測る。掘 中

に を したため、 上から さ ｍまで掘 した。墓壙の中 に、 の痕跡とみられ

る ～ 9ｍ、 さ 2ｍの を した。埋土は 土で、 土

を 。遺物は、土師器の 甕、 土器 の に て、近世の陶器 、 の

が出土した。いずれも だが、 の には 19世 の ノ が で る。

（第５ 、 11・12）

　土壙墓 の南東 に位置する。南 は に 平されている。 方 の平面を し、 1 2

～1 29ｍを測る。 さ 8ｍまで掘 した。埋土は 土で、 土 土 を 。

遺物は、土師器の 甕、土 、須恵器の 、弥生土器の甕、近世の の が出土した。

（第５ 、 11・12）

　土壙墓 の西部で検出した、 方 の平面を する土壙墓である。 1 2 ～ 1 29 ｍを測り、

掘 中に を したため、 上 さ 8ｍまで掘 した。墓壙の中 に、 の痕跡とみら

れる 8ｍ、 さ ｍの を した。埋土は 土で、 土 を に 。

出土遺物は、土師器の 甕に て、近世陶器の甕、 明のガラス 器の がある。

の の遺構

（第５ 、 12）

　調査区中 部北東 りで検出した埋甕である。 平が しく、検出したのは 部の約 1 のみで

ある。掘方は さ1 2 ｍ、 ｍ、 さ 1 ｍである。埋甕は陶器製で、近世 の製品

である。埋甕 の出土遺物は、掘方からの土師器 と陶器の １点のみである。

地 跡

跡（第５ 、 12）

　調査区北東部で検出した。遺構検出時に 土と 土の 界を し、整地などの遺構と

して掘 した。しかし、 ・８など する遺構の 面で 土がほ に ち上がり、

土との 界が 線 であるのを した。この地山の 位は、調査区北東 で 1～

の方向に 8 ｍ く。北隣に がある点 、第 1 次調査地点でも の地山の 位を検

出した点から、 に伴う地山の 位と した。

地 跡（第５ 、 12）

　調査区南部中 で検出した地 跡である。遺構面で さ 2 ｍを検出し、調査区を する に

で ち り、 面を した。遺構面から さ 8ｍの まで り、埋土は 土で

められる。 が後出するのみで な年代は明らかにで ないが、筑後国府跡の 地点で検出

されている地震痕跡と に、『日本書 』 第 に する、 年（ 8）12 月に筑

国で た 筑 地震 に伴う地 痕の可能性が高い。
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土遺物

　遺物の は、 1 である。このうち 2 出土の弥生土器が２ 、近代の

土坑から出土したガラス製品が１ を める。そのほかの遺物として、古代の土師器 須恵器、

土器 ・ 、 陶器 磁といった陶磁器、 、 などの土製品、

石などの石製品、中世の土師器 須恵器、瓦器、 磁 を中心とした 陶磁器、土 な

どの土製品、 石製石 石などの石製品、近世の土師器 陶磁器、近代の陶磁器、 、

、 などの金属製品が られる。 の 調、調整などの については、遺物

を いたい。 、 遺物の特 について に する。

土遺物（第 28～ 29 、第２・３ 、 1 ・1 ）

は甕である。５と６は 面を しているが、１と３は 方向の 痕が で る。

と８は、 面に 方向の を す。２～４は 部の で、２は が り、４は 成後に

を す。 は 甕で、 と1 は 部から 部、11は 部から 部である。いずれも

は 部に を し、 部は 方向の を す。11の 部には、 の痕跡が られる。

は 、 は で、1 は くねで られている。 は の 部から 部にかけての で、

面 に を し、 土は を す。 は器 で、 面 に が しい。 は高 の

部で、 土は を し、 面に 方向、 面に め～ 方向の を す。 と は、

面で られて出土した と である。19は で 面は を す。 成時に が生じてい

るほか、 部の 部が けており、 けた部分に 2 の が し まれていた状 で られて

いた。 の甕と の は、 から出土した。 に 面は を すが、21は 面の

を す。

土遺物（第 、第３ 、 1 ）

は ラ り の土師器の 、 と は で、2 は 面に ラ ガ を す。 は土師器甕の

部、 は 土器 の で、 面に ラ ガ を す。 は弥生土器の甕の 部で、 面

に 痕がみられる。

土遺物（第 、第３ 、 1 ）

は東部で出土した ラ り の である。 は土師器 の 部で、 文 で調整されて

いる。 と は須恵器で、 1は 、 2は波状文を す甕の 部である。

土遺物（第 、第３ 、 1 ）

　 示で たのは の須恵器の のみである。 ラ り の 部 である。

土遺物（第 、第３ 、 1 ）

は した弥生土器の高 の 部である。 は土師器の 、 は で、いずれも ラ り で

ある。 は 土器 の の 部である。 は須恵器である。 8～ は 、1は甕の 部、

2は 部で が る。 は の 部である。 は 陶器で、 は高 に ね 痕

跡が るほか、 みに文 とみられる線 がある。 と は で、 は 面が する。
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　出土遺物 測 （1 ）
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は 陶器の で、 面は である。 は 陶磁器で、 の 磁 の である。12

世 後 に まり、 12 からの 品の可能性がある。 は 瓦の で、 9は と

文 を する。 と 1は で しているが、 は 文 ス しを す。

は土 で、 土、調整が する。

土遺物（第 、第３・４ 、 1 ）

は土師器である。 は ラ り の 、 は で、いずれも 部の である。 は

の 部、 8は で、 部には線 が られる。 は須恵器の 、 は甕で、いずれも

部の である。 と は 陶器である。 1は とみられる 部の で、 面は ける。 2

は の 部の である。

土遺物（第 、第４ 、 1 ）

　 と は土師器で、 は の 部、 は ラ り の である。 と は須恵器の甕で、

は 部、 は 部の である。

土遺物（第 、第４ 、 1 ）

　 示で たのは、 の土師器の のみである。 部の で、 面の が しい。

土遺物（第 、第４ 、 1 ）

と は、 に 文 ス しの平瓦である。 8は凹面に指 が り、凸面 面にス

スが する。

土遺物（第 1 、第４ 、 1 ・1 ）

　 と は土師器で、 は ラ り の 、 1は 面にススが する甕の 部 である。

と は平瓦で、 2は 文 を し、 成後の が られる。 は 石製石 の 部

で、 面の 部は されている。

土遺物（第 1 、第４ 、 1 ）

　 と は土師器である。 は の 部、 は ラ り の で、 面にススが する。

は 土器 の で、 面に 痕が られる。 は須恵器で、 8は甕の 部、 9は

面に が る甕の 部、8 は の 部の である。 は古瓦である。いずれも平瓦で、

文 をス す。8 は凹面の が く、ススが する。

土遺物（第 1 、第４ 、 1 ・18）

　 は土師器である。8 ～8 は で、いずれも ラ り に板状 痕が る。88は で、

ラ り に高 を 合する。89は で、 面の 部が する。 は須恵器の で、 部は

け 。 部は ラ り である。 は 陶器の 。 は 瓦で、 文 を す。

土遺物（第 2 、第４・５ 、 18・19）

　 と は土師器の 、 と は である。いずれも ラ り で、9 の 部には板状 痕も

みられる。また、9 の 面と 9 の 面には 痕が る。 は土師器 の 部の で、 部

は い。 は の で、ススが する。 は 土器 、 は 土器 の の 部
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で、1 は 面に ラ ガ を す。 は瓦器 である。1 1は 部から 面の 、1 2と

1 は 部の で、いずれも器 は する。 と は 陶器の の で、1 は

の が し、1 は 面がススで する。 は 陶磁器の である。1 は、

から出土した 磁 の 部である。 面には 跡が２ り、 面は ラ り で 部は
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である。1 は 部の だが、 調 土から 磁 の 部と した。1 8は、

溝の 部から出土した 磁 の 部 である。 で、 を る。 は されてい

ないが、硬 であること 調から、陶器の の 部 と した。 は平瓦である。11 と

16.5

21.0

　出土遺物 測 （1 ）
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11 は 文 をス し、112 は 文 、111と 11 、11 は 文 を す。 と

は 瓦である。凸面の調整は、11 は に されており、11 は 文 を す。

は石製品である。118と 119 は 製の 石で、118 は だが 面が で る。

119は、 面が２面あるほか、 にも 面がみられる。12 は、 製の 石の である。

だが、 面の 部が 存する。

土遺物（第 、第５ 、 19・2 ）

　 は土師器である。121は の 部 で、 しいが、 面に 痕が られる。122

は の 部で、 面にススが する。12 は甕、12 と 12 は である。 と は須恵器で、

12 は の 部 、12 は甕の 部 である。 は古瓦の 瓦で、 文 をス す。

には じ痕が られ、 面部は 調整である。 は 石を いた石製品で、平 面を する。

土遺物（第 、第５ 、 2 ）

は ラ り の土師器の の 部 である。 は 土器 の の 部 で、 面に

ラ ガ を す。 は須恵器の で、高 部の である。

土遺物（第 、第５ 、 2 ）

は土師器の で、 部が されている。 は須恵器の甕の 部 。 は古瓦で

ある。1 は 瓦で、凸面は を し、凹面は 痕がみられる。1 と 1 は平瓦 で、1

は の 、1 は 面部の で、 ラ りの痕跡がみられる。凸面には、1 は 文

を し、1 は 文 をス す。

土遺物（第 、第５ 、 2 ）

　 示で たのは の土師器の のみである。 ラ り の 部 で、 面は する。

土遺物（第 、第５ 、 2 ）

　 は土師器の で、 しい 部の である。 は 土器 の で、高 を

合した 部 である。 は 瓦である。基部の とみられ、凸面は しを す。

土 土遺物（第 ・ 、第５・６ 、 2 ）

　 は土師器で、1 2は の摘み、1 は ラ り の で、 面に を する。1

と 1 は で、 は ラ り 、後 は り である。1 は 面に 痕が られる。1

は甕の 部、1 は の である。 と は 土器 で、1 8は甕、1 9は である。

いずれも、 面に ラ ガ を す。 は須恵器で、1 は甕の 部、1 1は の 部の

である。1 は、硬化面 上 ６出土の と 合した。1 2は の 部の だが、 土が

硬 で、 調から陶器の 部の可能性がある。 は 文 の平瓦の 面部 である。

面 土遺物（第 、第６ 、 2 ・21）

は土師器の で、 部 の 面に が られる。 と は須恵器で、それ れ と の

部である。1 は 面に が する。 は 磁 の 部の である。 の

硬い 土で、 陶磁器とみられる。
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面 土遺物（第 、第６ 、 22）

は土師器 の 部 。 は 土器 の の 部 で、 面に ラ ガ を す。

は 陶器の 部 で、 から と られる。 は古瓦である。1 1のみ平瓦で、

文 を す。1 2～ 1 は 瓦で、いずれも 文 を す。ただし、1 2は が しく、1

は を す。

土遺物（第 ・ 、第６ 、 22・2 ）

　 は １からの出土遺物である。いずれも で、1 は土師器高 の 部、1 は須恵器の

の 部、1 は 陶器の の 部である。1 は ６出土 と 合した。 と は ２から出

土した遺物で、1 8は の 部、1 9は 陶器の 部とみられる である。1 8は １出土の

が 合した。 と は ５からの出土遺物で、1 は 文 をス す 瓦、1 1は須恵器の甕

の 部 である。 と は ６から出土した古瓦である。1 2は 瓦、1 は平瓦で、いずれも

文 をス す 面部 である。1 2は 1 と 調 土が し、 の可能性がある。1

は凹凸面ともに する。 は ８からの出土遺物である。1 は土師器の の摘み、1 は

1 出土 と 合した須恵器の の 部である。1 は平瓦の 面部 で、 文 をス し、

面部を ラで調整する。 と は から出土した遺物で、1 は土師器の の 、1 8は

陶器の の 部である。 は 1 出土の須恵器 の 部 である。 と は 12から出土

した遺物である。18 は須恵器の甕の 部 で、 11出土の と 合する。181は 文 を す

平瓦の 面部 である。 と は、 1 からの出土遺物である。182は 文 をス す平瓦

の 。18 は土製の で、 面はススで する。

掘 土遺物（第 、第６ 、 2 ）

　 が く、 示で たのは と のみである。18 は、 ラ り の土師器の の 部 。18

は須恵器の甕の 部 である。

土遺物（第 、第６ 、 2 ・2 ）

　 示で たのはいずれも土師器である。 は の 部 で、 の痕跡がある。 は ラ

り とみられる の 部 。 は甕の 部で、 部 面には の痕跡が られる。

土遺物（第 、第６ 、 2 ）

　 示で たのは土師器の と の 部 １点のみである。 は の 部で、 ラ り とみられる。

は の 部 で、わずかに 存する 部の から、 り出し高 の筑後 と られる。

土遺物（第 、第６・ 、 2 ）

と は、土師器の の 部である。 は土師器の 、 は土師器の 、 は土

師器の で、いずれも 上で した。19 は して 明だが、 部が 存する19 と 19 、19

は ラ り である。 は土師器の甕、 は須恵器の で、いずれも 部の である。

面 土遺物（第 、第 、 2 ）

は土師器の で ラ り 。 は 土器 の の 部 で、 面ともに ラ ガ
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を す。 は須恵器の甕の 部 で、器 の凹凸が しい。

土遺物（第 、第 、 2 ・2 ）

　 と は土師器の である。いずれも ラ り で、2 は 部に 、2 は 面に

痕がみられる。 は土師器の 。 は土師器の で、高 は し 面に 痕が る。 は

土師器の の 部、 は土師器の甕で、 面はススが る。 は 土器 の で、 面に

ラ ガ を す。 は須恵器の で、 次 を けるほか、 部 面は 調整を す。

の土製品は、 面に 痕跡が り、 面の 部が で している。甕の の可能性もあるが、

痕跡があることから、器 明の土製品とした。 は 製の 製石器で、明 な 線を

する。 面にススが しており、 石の可能性がある。

土遺物（第 、第 、 2 ）

　出土したのは、土師器の のみである。 ラ りで板状 痕が る 部に、回 で高

を 合する。明 な 面は いが、 部は み、 面に 痕が る。

土遺物（第 、第 、 2 ）

は土師器の の 部 。 と は須恵器の である。21 は 部 で、21 は 部の が

合する の である。 は須恵器の甕の 部 で、 により 化する。 は平瓦の 部

で、凸面に 文 、 面と 面に ラ調整を す。16.5
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土遺物（第 、第 、 2 ）

　出土遺物は かりで、わずかに の 陶器のみ 示で た。 の基部がわずかに

存することから、 の 部 と られる。

土遺物（第 、第 、 2 ）

　 示で たのは、 の須恵器 のみである。 部 で、 面は ラ 、 面は 方向の

による を す。 の 部でも、 部に近い の と られる。

土遺物（第 、第 、 2 ）

は土師器の の 部で、回 ラ りの痕が明 に る。 は土師器の の 部で、

を く調整している。 は須恵器の平 の 部で、 合痕が で る。 は古瓦

の である。22 と 22 が 瓦、22 ～ 228 が平瓦で、上 から出土した 228 の４点は、溝

面の から出土した。 が凸面に 文 ス しで調整するが、22 のみ 調整を す。

凹面には、 痕が る 22 は、 痕が る。 は 製石 の基部とみられる で、

を 方向に成 する。

土遺物（第 8 、第 、 2 ・2 ）

　 は土師器の である。 部は り で板状 痕が られるほか、 面に 土 が する。

は土師器 の 部 で、 面に 心 文 が る。 と は土 の 部 である。 面

は して 化しており、 する。なお、これらの 部 に 合しないが、 土 次 の

状 が する が約 2 点出土している。 は瓦器 の高 の で、 が しい。 は

須恵器甕の 部 。 と は平瓦で、2 は凸面に 文 を す。2 は 文 をス

し、 面に 面が る 面部 である。 は、 文 を す 瓦の 面部 である。

土遺物（第 8 、第 、 2 ）

は須恵器甕の 部 で、 面の 部にススが る。 は陶磁器の の である。 面は

しており としないが、文 らし ものが で る。

土遺物（第 8・ 9 、第８ 、 2 ～ 29）

と は土師器 の 部 である。いずれも ラ り で、2 2は板状 痕がみられる。

は、土師器の である。いずれも 上で しており、 して 明の 2 の他

は り である。2 は板状 痕が るほか、 面にススが する。2 は け み、 面は

する。 は の 部 で、 を く整 する。 は土 の 部 である。いず

れも 面は しており、 部に 痕が る。また、2 9と 2 1は 面にススが する。 と

は の で、2 は 平である。 は須恵器 の 部 。 は須恵器 の 部 で、

面には による 調整を す。 は須恵器甕の である。2 は 部で、波状文

が されており、 面ともに を る。2 と 2 8は 部の で、2 は の上から を

り ける。2 9は 部 である。 は の で、回 により に 上 られてい

る。 と は瓦器 である。いずれも 面に ラ ガ を し、特に2 2は な調整と 成で、
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面ともに を る。また、2 1は 面に がみられる。 と は瓦器の である。

いずれも 部の で、 面を中心に が しい。 は 陶器の の 部で、 り出して

上 状になっている。 面 に されるが、 面 部は である。 は 陶器の

で、 硬 な須恵 の 土である。 は 陶磁器で、2 ～ 2 9 は の 部であ

る。2 は 磁と る い の を す 磁 で、 面に 文がみられる。2 8も

磁 で、 面に 文を すが、 により器 が れている。2 9は 磁 で、

部は 状に整 され、 面に 文を す。2 は 磁合 の 部である。 だが、 面

には による文 が る。 は陶器の とみられる 部 である。 面 に を す。

と られるが、 のため などの は 明 である。 は平瓦である。2 2～

2 は基部の 部、2 と 2 は 面部、2 は中 部、2 8と 2 9 は 部の である。凸面は

2 が 文 、2 8が 文 を すほかは、いずれも 文 をス す。凹面には

を するが、2 は じ痕、2 は の痕跡があり、2 と 2 8、2 9 は の 部を す。

は 瓦である。凸面は 28 が調整を し、281と 282 は 文 をス す。凹面

には を し、28 は面 りする。 は 調整の 土器で、 面にススが する。

金属 の は められないが、調整 、 状から、 の可能性がある。 は 石

製石 の である。 面は 方向に った痕跡が るが、 面は 方向に く った痕跡が調整

されずに る。また、 方からから されており、穴には 分が する。 は 製の

石で、２面に 面があり、 痕が る。

土遺物（第 、第 、 29・ ）

　 は土師器の の 部 である。 け みが しく、 面は りの 調整のまま す。 と

は土師器の である。いずれも り で、288は 部を す。 に け んでおり、

部が ら 。 と は土 の 部である。いずれも 痕がみられ、29 は 面に が る。

と は瓦器 である。いずれも 面に、 ラ ガ を す。291は 成 良で け み、

面に がみられる。 は、 陶磁器の 面部 である。 面には による 文が

されており、 の からも、 磁 と られる。

土遺物（第 、第 、 ）

　 は、土師器の の 部 である。 り で、 部を す。 は 陶磁器の である。

面に 文を し、 の から、 磁 と で る。

土遺物（第 、第 、 ）

　 は須恵器の で、 状の を するが、 とみられる みは たらない。 は土

師器の で、 り で板状 痕が る。また、 面には 痕がみられる。

土遺物（第 、第 、 ）

　 と は、 と をまとめて検出した に出土した遺物である。298は土師器の

で、 部は す。299は 土器 の の 部 で、 面に ラ ガ を す。
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土遺物（第 、第 、 ）

　出土したのは、 の土師器の のみである。 部は り で み、 面に 痕が る

　出土遺物 測 （1 2、1 ）
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土 土遺物（第 、第 、 ）

　 掘したのは ６のみで、出土遺物はいずれも かりだったため、 示で たのは２点の

みである。 は、 ５出土の である。 品で 面は が れ、高 の 部は で

ある。 は 出土の陶器 の 部で、 い を す。

土遺物（第 ・ 1 、第 ・1 、 ～ ）

と は弥生土器である。 は する 部の で、弥生時代後 にみられる高

の 部 と られる。 は甕の 部 で、 面に の痕跡があるほか、 面の 部は

する。 は土師器の である。 と は摘みの である。 は 部から

部にかけての で、 部はわずかに段を する。 は土師器の である。 12は

と じ 9 から出土した。 部が する 12と する 1 は、いずれも ラ り

である。 8は板状 痕が り、 1 は ラ り調整を す。 1 は 面に指 の痕跡があり、

がみられる。 1 は 面に の 物が る。 は、土壙墓 そ の から出土した

土師器の である。 り で 器 が他の と なる。 土も 良で、 の痕が

られる。 は土師器の である。 1 と 1 は ラ り で、 1 は り である。 1

は 面に の痕がみられる。 は、 り を する土師器の である。 は土師器の で

ある。 部を ち ラ で調整し、 面に りを す。 は土師器 1 と じ 191

から出土した、土師器の もしくは の である。 面に 状の 書がみられる。

は土師器の甕である。いずれも 部から 部の で、 22は 面にススが する。 は土

師器の の 部 である。 面に が り、 面は 次 で を す。 は、土師

器 1 と じ 2から出土した、土 の 部 である。 部の平 部にわずかに 痕が

り、 面ともに する。 は須恵器の の 部 で、 は須恵器 の 部 である。

と は である。 28は須恵器高 、 29は須恵器 を しており、いずれも 面に

面が る。 は須恵器の甕である。 は 部 で、 を る。 1と 2は 部

で 1は が しく、 2は 面に が する。 と は、 陶器である。 は の

高 部分である。 は 1 からの出土で、 だが 面とも される。 は 陶磁器の

部 で、 の に の 文を す、 磁 である。 は平瓦を

した土製 である。 と ラ りが り、 字状の を す。 は、 に後出

する 9から出土した平瓦である。 面部 で、凸面は 文 をス す。 は、土師

器甕 2 と じ 8 出土の 瓦である。

土 土遺物（第 1 、第 1 、 ）

　調査区北東部から東部に点 する近代の 土坑とみられる遺構からは、 の陶磁器 ガラス

が出土した。そのため、掘 時に で記号（ ～ の11 、 は ）を し、

存状 の良 な陶磁器 、 状 などで 品 が明らかで、かつ で出土したガラ

ス製品を り上 た（ １）。なお、 の 状で 出土したガラス は、状 の良い を し
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ており、報告にあたってさらに した。また、 を した の 、 は出土

遺物 し、 ・ ・ ～ は陶磁器 ガラスの 、 した中世 の遺物のみの出土に留

まるため、 出土の硬 を 、今回の報告では した。 、 に久留米市 およ 福岡

県 の出土 と しながら、 に する。

は磁器の である。 を し、 面に で文 を する。

と はガラス である。 は 部に で 　 （ 生 ）

　 　 （東 製 ） とある。 に と書かれた、 ６

　出土遺物 測 （1 2、1 ）
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年（191 ） 業の東 製 の もある。 な 物の 示は いが、 明で であることから、

品の の と した。 1は 方 の で、 の 面を する。 を 明で、

部に りと の がある。 方 の は 土坑 でも出土したが、 1はこれら

に て りの が っており、 方向の線が いなど、 化されている。

は 製の ラ の である。 は われているが、 ラ 　 と 書

がある。ラ 本 （ ・ラ ）が 和２年（192 ）に発 したラ で、

は まである中で も の成 性 の ラ である（ ２）。なお、 の ラ は

性から、 ６年 製に したという記 が にあったため、 製品と した。

土 土遺物（第 2 、第 1 、 ）

は で、 部に の とともに 道 記  と書かれている。

は である。 の に、 　 東櫛原町　明

　 と があり、 和６年（19 1）1 月に 業した合 明 （ ３）

の と られる。 部が し、 東櫛原町　 の がある が

遺跡第 2 次調査で出土した（ ４）。

は、 明に い の 面を する である。 部に があり、 面には 整

　 、 には 　 　 　 　

　 （ と のための ）とある。津 （ ・ ラ）が明 年（19 ）

に を めた の である。なお、 の は あるが、出土遺物と 品の

は、 の が 文字の になっていることで特に られている。 と は である。

いずれも 明の で、点 器が となった 点 である。 方とも、ラ を す

るための の が 部にあり、 山 民 （ ・ 製 ）が 和６年に を

めた の である。 の基部は、 を けるために となっており、 は、

の に 部に 　 　 （ ） と、 1 の が

ある。ただし、 と なり基部がガラスで われた 点 で、市 の分 の

２（中） にあたる（ ５）。物 から、 と点 部の が された 和 1 年代

の で、出土した も を く み、 部がく れるなど い りである。なお今回は し

たが、 ・ よりも で 明の 良なガラスに、 　 　

の がある が 土坑 から出土した。

　 は ス である。 部に と  （ 録

標）、 部に製 の山城 の である と書かれた、 ス

の である。 スの は、久留米城 町遺跡第 1 次調査でも出土した（ ６）が、 の

部の 状、 の 文 の 状が なる。 スは明 29年（189 ）から が まっ

た（ ）が、 8の の は、 上部の 状の部分の に がついた 和 の である。

なお 示していないが、 土坑 から じ で18 りの 品が出土している。
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土 土遺物（第 2・ 、第 1 ・11 、 ～ ）

　 は の中 で、高 部に （硬） 陶器　 （ ） と の文 が された硬 陶器

である。 面の が 化しており、 を けた可能性がある。 は の で、 で 面に

い 須を す。 面には の ・ と に、本 の の 和心を とは  

日に ふ 山 の が書かれている。 を した記 に、 隣 などに られ

ていた 記 で、19 年代 のものである（ ８）。

　 は平瓦である。凸面に 　筑後城 ・ 次 製 と がある。 瓦 は城 町で

２年（191 ）に 業しており、 も 地で 業している（ ）。なお 示していないが、 じ 筑

後城 の で中 の が になっている平瓦 を した。

　 は 明の である。 部近くに 　 　 　

と書かれており、 1 年（1921）に され、 和８年（19 ）に 日本 （ ・ 、

）に 合 された日本 の である（ 1 ）。 のガラス は、

とみられる 明の が櫛原 第３次調査で出土した（ 11）。なお、今回の出土遺物は

部に 2 とあるが、 2： と がある が上本町遺跡（ 川市）で出土している（ 12）。

は 明の で、 部に 　 　 　   

（ 国 製 、 、日本） と がある。 ２年に 市（ ・北 市 区）

で され、 和５年（19 ）に に （後に 日本 に 合 ）（ 1 ）した 国 の

である。 調が 明であることから、 の 、特に が していた

ノ の と られる。

　 は で、 明だが 　 　 （ ） 東櫛原町　

　 と がある。 久留米 の が、 時代に 山町で 業した

（後に久留米 ラ ）の である（ 1 ）。

は調 の である。 は製 品の が たらないが、 部に に

の がある。 に の 標は、 ６年に ス製 合 （ ・ ）が

録出 した 標（ 1 ）で、 の 状も後 する 9 に する。これらの特 から、 1 年（192 ）

に が発 した スの と で る。 は で、 書 で ス の が

ある。 スは、明 1年（1898）に 品製 （後に 次 ）が を め

た（ 1 ） スで、 城跡（福岡県 市）で高さ約 2 の が出土している（ 1 ）。 と 8は、

いずれも 部に 東 中 ・ 品 業 とある。 城跡でも 品が出土しており、

８年（1919）に された 品 業（ ・ ）が 1 年（192 ）に製 を めた、

の である。この は今回の調査で 1 点 上出土した。 8は 製の に 製の

が 存していた。 9～ 1は 1 点 上出土した、 の の である。 部の が 字の

で の の （ 9・ ）と、日本 の の で の

の （ 1）で される。 は 城跡 中原 遺跡で、後 は久 市ノ 遺跡（ 18）で
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　出土遺物 測 （1 ）
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も出土している。 9は が 存していたが、 は の 状が 9と なり、 城跡で出土し

た に する。 部も の方が 9よりも い。 1は 部に が している。こう

した のガラス は、 時代から 和 に の の の を、 段とともに整 した

に され、 和1 年（19 ）に物 で 時 されたのち、 和 2 年（19 1）まで製 さ

れたという（ 19）。

は、 が伴い、 　 （ ） の を する である。 品が

遺跡（福岡市 良区）で から出土しており（ 2 ）、ガラスの 調も する。しかし、遺物

測 を すると、 は 遺跡出土品の方が 回り いほか、器 は の方が い。

と は 品 の である。 は、 面 の 明のガラス である。 和２年 業の

業 （ ・ ）のふりかけ の に しており、 の 品 と

した。 は 　 と書かれた の である。 品が 方市中原 遺跡で出土した（

21）ほか、久留米市 でも する 状で器高が高い が日 遺跡（ 22）で出土した。

　 は 方 の である。いずれも 部が さく、 9 は を する。 面は、

と が 、その他は である。いずれも を く み、 面の凹凸が つ。 はガラ

スが れており、 8は上 の 部が ら など、特に い りである。 と は 中 、

8は 山 　 と があるほか、 はラ を りつけるための がある。

と は市 の で、 で 部に わかもと 、 部に 記 で ｍ

部には ２　 　 ８ と がある。 和４年（1929）に の で が まり、

和６年に と の （ ・わかもと製 ）が を めた整 わかもとの で、 和 1 年

代の である。 2は 明で、 部が と の点 器を兼ねた 状を す。 は

だが、 と の 点 と られる。

は化 である。 は 明の の で、 面に 書 で と

されている。 ４年（191 ）に （ ・ ）が を めた、

の である。今回出土した は、 部に 録 標 18 の がある 和 年（19 ）

の で、 の に 製の が る。なお、 和 年 の の が久留米城 町遺跡

第 1 次調査で出土している（ 2 ）。 は 面が を し、 部に と

がある。 ８年に 結が 業した （ ・ ）が した、

の である。 部に 録 2 28 とあるが、 じ 号で の 録が 和４年３

月2 日に 結によって出 され、６月21日 で 録されている。 、 じ 号で 和６年３

月18日と４月 日に 、 和 年（19 2） 月 日に 器ノ 状 が

として 録されている（ 2 ）。 と は の の化 で、 には の

を す。 は 明で 方 の 面の で、 部に 状の 、 部に 　

と されている。 が明 2 年代に を め、 和２年に金 （ ・ ）

に された金 の である（ 2 ）。 8は の で、 部に 書 で と
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がある。 ６年に が を めた、 の である。

の は、 ガラスで 部に を する が 路遺跡第２次調査（ 2 ）でも出土したが、今

回出土した と が さく、 面 部に文 を している

　出土遺物 測 （1 ）
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土

土

土
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と は、 明の の である。 部は、留め をはめるための み が２ あ

る で、 部には と 線、 るり の がある。明 年に石 成 （ ・

）が発 した（ 2 ）、 るり の である。 の は、日 遺跡 川遺跡（

報告）など市 でも出土 があるほか、中原 遺跡でも 品が出土した。るり の は、 る の

字 で に分 で ることが指摘されているが、今回の出土遺物は日 遺跡の出土遺物と じ

字 である。 9と 8 の いは 部の 号で、 は ３ 、後 は 1 と されている。

　 と は である。 81は、 明だが 部に 録　 と があり、 ６年に

（ ・ ）が を めた の とみられる。 品が 城

跡で出土した。 82は 部に とあり、明 1 年（188 ）に として

業した 製 が していた、ラ の とみられる。

　 は 明で、 面が み 整 を する である。器 は凹凸が しいが、 部に で ラ

石 と書かれており、明 年（19 ）に されたラ 石 （後

に 石 、・出 和 ）の であることが分かる。 が 録 標としていた （

）も、 で されている。 の久留米 部は、明 年（1911）時点で 町（ ・

町）にあった（ 28）。ラ 石 は 和５年から の を に めたという

ことから、出土したガラス は 発 といった の と られる。

は 明の で の い で、 部に とある。 は、 の

を して の調 に な の を る で、 和４年に が 置した

である。 和 1 年（19 2）まで発 された 『 』には、 を 品していた 物業

に て、 など 製品の製 業 の 告が されていたという（ 29）ことから、出土した

は などの が で 、 の と した。

は、 がはっ りしない製品を 示した。 8 と 8 は 明で、 の 面を

する。 さは１ で する 部の さは１ に たない。 に するが、 部が

と なることから、 明製品とした。 8 は 明の の製品で、こちらも

な は 明である。 88も 明で、 い の に 状のガラス が く。平面 は

に する（ ）が、 の 面の と なり、 の 面を する。 ラス 状

の から 器 と で るが、 で に しい。

土 土遺物（第 、第 11 、 ）

は の である。 部に 東 陶器 （ ・ ）の と、 ６年から

1 年まで われた 標が されている。 は 明の である。 部 近の 部に

日本 製 、 部に 日本 の ・ ・ を合成した 標が されてお

り、明 9年（19 ）に 業した（ 1）、 日本 の であることが明 である。 に

て さいことから、 と に の 、特に明 2年（19 9）から を めた

（ ４年に に ）、または明 年（1911）に を めた
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の とみられる（ 2）。なお、 調が する は、 遺跡第 1 次調査でも出土

している（ ）。 は化 である。 91は、 明の である。 で、 の中に

が ったまま出土した。 部には、金 の 標である に （ ）が で かれ

ており、 の製品とみられる。 92も 明の で、 部 面に 生 が ４年（191 ）に

を めた（ ） 文が されている。久留米では、 和 11年に 生 久留米 合

が 町で 業している（ ）。 9 は 平な に の で、 部が 状に り出す。 面

部に 書 で とあり、 画 だった と みち の が 11年

に 業し、 和 1 年 まで存 した ス の化 であることが分かる。 の化

は 城跡でも出土したが、 城跡出土品の 面 部が平 なのに し、今回出土した は

に らみ、上 状を する。

土 土遺物（第 、第 11 、 ）

　 の化 のみ 示した。 で、 部が 状に がる。 部に ス 、 部に

9 と 書 で と がある。 和 に ス が していた（ ）、

ス または ス の と られる。

土 土遺物（第 、第 11 、 ）

　 は、 明で 方 の 面を する である。 面に に の 標と の文字が

されている。 状が化 整 の に することから、化 の と した。 は、

明で の である。 に する の 部に と があり、

部と 部に と じ に の を す。明 1年（19 8）に 製 （後に

ス製 合 、 ・ ）が製 を めた（ 8）、 の である。

品は、 路遺跡 城跡でも出土している。

土 土遺物（第 、第 11 、 ・ ）

　 は で、 に して の が書かれている。 て示すと、 　

　 　特 　 　9 瓦（ ラ ） 　 とある。

と が なのに して、 9 は の で も である。 は、 に いられたと

みられる である。 明で、 面が の 部と 部に し、 部は の 面とい

う な 状だが、上 が しく を く 。 品 標などの は いが、 と

に で などに する 状から、 に いられたと した。 は、 1と のわか

もとの である。 1との いは、 部の わかもと の が い点と、 部の が ６

のみという点である。 の を した は、中原 遺跡でも出土している。 は

で、 明で器 に凹凸が生じ、 部が など い りである。 は なるが、 81

と じ 録　 の が 部にあることから、 の と られる。この も、

品が日 遺跡 城跡で出土したほか、 が近 する が 路遺跡 上本町遺跡で出

土している。 は の化 で、 部が り、 9 と に 部の が 状に がる。 部の
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も 9 9 と じ だが、 書 ではなく 書 である。この と 状 が し、

部に の を する が 路遺跡で出土した。

土遺物（第 、第 11 、 ）

　ここでは、その他の からの出土遺物を、器 ごとに報告する。 と は弥生土器の甕の

部 である。 2は 部 面に 方向の 、 部 面に を し、 部 面に 方向の

を す。また、 面には がある。 も 2と の調整を し、 土 調も する

が、 で 面に回 を す。 は土師器の である。 部は りで、 け み上

状を する。 は、 り の土師器の 部である。 部の 合痕が明 に で 、 合

面にも 部と じ り痕が る。 の 合痕を する土師器は、日 遺跡第６次調査でも出

土した（ 9）。 は、須恵器の の 部である。 部はか り り などの調整が く、

平 に調整されている。 は、 瓦の 部 である。凸面は 文 をス すほか、 面は

ラ り後に 土が する。 は、 明ガラスの である。 を み器 は凹凸で、

部は など、 い りである。 部には、 りとラ を するための の がある。

面 集遺物（第 、第 11 、 ）

　調査 地では、古代の土師器 須恵器、古瓦、近世の陶磁器 道 、近代の瓦、 石の

などを 面 集した。このうち、 を する瓦と 道 のみ 示した。

は近代の平瓦の で、凸面に 　検査 　北 地方瓦 業 合 の がみられる。

和 1 年（19 9）８月の 物 、物 などを に 地で された 合

の つと で る。 する の で、 瓦 合 福岡地方 業 合 とあ

る平瓦が福岡城跡（福岡市中 区）で出土した（ ）。 は 道 で、 部と 部の平 部に

痕が る環状置 である。本調査地点 の近世の 跡は、陶器を いた 中町の東 跡

（ 1） 、陶磁器を いた 古 跡（ 2）が られるが、いずれの 跡で出土した置 と

状 調が く なる。明 2年（1899） から 和 年（19 ）まで調査地点近くで 業し

ていた、 部 との が示 される。

土 （第 、第 11 、 8）

は 出土の 、 は 出土の である。 12は 土、 1 は波

板状凹凸面、 1 は ６から出土した。いずれも、 に われている。 は、

12 から出土した 製品である。 1 は平面 、 面ともに 方 の で、 に われているた

め 部の などは 明である。 1 も だが、 面は を し、平面 からも の などの

可能性がある。 1 と 18は である。 1 は の痕がみられ、 面は を する。 18は

に われているが、 面が 平 であることから、 の可能性がある。

　 は、 土坑 から出土した である。 に い に われるが、か うじて 文

と 字状の 線、穴の に の文字が で た。これらの文 と 、 を する

点から、 和 1 年（19 8）から 和 1 年に製 された、５ とみられる。 は

調査の記録



（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（ ）

（８）

（ ）

（1 ）

（11）

（12）

（1 ）

（1 ）

（1 ）

（1 ）

（1 ）

（18）

（19）
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から出土した、 和 1 年（19 9）製の ラス１ である。 和 1 年に製 された１

は、 の字が 　 状のものと、少 の 状のものがあることが られている（

）。今回出土したのは、 を める である。

、近代の陶磁器 ガラス については、 に示した文 に 、 記の文 と の を にした。また

特記ない り、 した はいずれも である。

　山本 『 んの 』　 日本能 　平成２年

　 ・ 物 文化 のとしての近 代 古 の課 　― 遺跡出土の近 代ガラス製品の検 から―

　東 古 『東 古』2 　平成 1 年

　 『ガラス の 古 』　 書 　平成 18年

　平成 部・ 『日本の ん 明 から平成までの 』　 ラ 　平成 29年

ラ 『ラ 1 年 』　ラ 　平成４年

ラ 『ラ 12 年 』　ラ 　平成 2 年

『久留米 』　久留米 　 和 9年

久留米市 業課『久留米市 業 　 和 年 』　 和 12年

久留米市 『 遺跡　―第 2 ・22次調査―』久留米市文化財調査報告書第 2 集　平成 2 年

市 ・福 寺遺跡出土近 代遺跡ガラス 器 　（財） 府文化財 『 文化財 』第 2 号

平成 1 年

久留米市 『久留米城 町遺跡　第 1 次調査（ 町）』久留米市文化財調査報告書第 2 集　平成 1 年

ス 集 『 ス 年 』　 ス　 和 年

西 （ ）　― の 古 ― 　（財） 府文化財 『 文化財 』第 2号　平成 19年

久留米市 部 課『久留米 くもの くり 業事 集』 久留米市 平成 1年

報部 ・ 『 12 年 』　 　平成８年

ラ 　ガラス から久留米の近代を る 　久留米市文化財保護課『久留米市文化財保護課年報』 ４

平成 2 年

川市 『上本町遺跡　―１・３・４次―』 川市文化財調査報告書第 1 集　平成 1年

1 文 と じ。

久留米 ラ 『 年のあ み』　 和 9年

1 年 画 ・ 『 1 年 』　 　平成 11年

文 と じ。

福岡県 『 城跡』福岡県文化財調査報告書第 1 集　平成 1 年

福岡県 『久 市ノ 遺跡』福岡県文化財調査報告書第 1 8集　平成５年

の 『 をたが す　― の の 年 ―』　平成２年

　出土遺物 測 （ 、1 2）

土

調査の記録



( さ) ( )
器高

( さ)
面

（凹面）
面

（凸面）
面

（凹面）
面

（凸面）
面・高
（ 面）

１
第28

20 弥生土器 甕 14.4
5.6～
6.0

16.3～
16.7

にぶい ～ にぶい ～

し し し
良。 を

面に
202002
000024

２
第28

20 弥生土器 甕 5.9 （5.7）
～

し
指

し
、 、

を
面に あり。

202002
000029

３
第28

20 弥生土器 甕 5.3 （4.7）
し 指

し
良。 、

を
202002
000040

４
第28

20 弥生土器 甕 5.4 （5.7）
し 指 成後

良。 を 面 、 しい 202002
000039

５
第28

20 弥生土器 甕 27.5 （18 ）
～

明 し し
―

、 を
部 ： 28 2 cm

202002
000036

６
第28

20 弥生土器 甕 24.2 （9.3）
し し

―
、

、 を
202002
000028

第28
20 弥生土器 甕 24.0 （1 2） ―

良。 、
、 を

部に あり。
202002
000027

８
第28

20 弥生土器 甕 27.2 （7.6）
～ し

―
、

、 を
202002
000037

第28
20 弥生土器 甕 41.8 （ 2）

～
にぶい
～明

― を 部 ： cm
202002
000034

10
第29

20 弥生土器 甕
40.6～
41.0

（2 8）
～

～
にぶい し

―
、 を 面 部に あり。

面 部の 部
202002
000033

11
第29

20 弥生土器 甕
8.3～
9.6

（2 2）
にぶい

～
にぶい

～
、

、 部
、 を 面に あり。

面 部の 部
202002
000035

12
第29

20 弥生土器 3.4 （1 ）
～明

にぶい
し

指
、 を 部 ： 1 8 cm

面にスス
202002
000025

13
第29

20 弥生土器 8.6 2.0 5.0
にぶい
～

にぶい 指 指 指
良。 、
を く

くね
202002
000042

14
第29

20 弥生土器 12.0 （5.2）
にぶい

し し
―

、
を

面にスス
202002
000031

15
第29

20 弥生土器 20.2 （8.2） ―
、 を 202002

000038

遺物
No.

出土
遺構

器

　 (cm) 調

・備
録
号

～

調　整・文
土

石

（2 ）

（21）

（22）

（2 ）

（2 ）

（2 ）

（2 ）

（2 ）

（28）

（29）

（ ）

（ 1）

（ 2）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ 8）

（ 9）

（ ）

（ 1）

（ 2）

（ ）
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の 『 の の 年』　平成 21年

福岡市 『 ・ 部　第 1 集』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 212 集　平成 年

方市 『 方市 遺跡 』 方市文化財調査報告書第 21集　平成 12年

福岡県 『日 遺跡 』 国道 21 号 ス 埋蔵文化財調査報告第 22集　平成 1 年

久留米市 『久留米城 町遺跡　―第 1 次調査―』久留米市文化財調査報告書第 2 2集　平成 2 年

録の 報については、 業 ・ 報 特 報 ラ 　 検

（ 1 ）に った。

『 年 』　 和 年

久留米市 『 路遺跡　―第２次調査―』久留米市文化財調査報告書第 2 集　平成 2 年

５文 と じ。

川 『 　南筑 記』　 　明 年

なお、 町は 特 （ ・ 町、西 ス久留米 業 近）に み、明 から 年 にのみ いられ

た のようである。上記の文 の には、 記の地 にのみ記 がみられた。この地 については、 課の 原道 の

示によった。

　 書 『福岡県筑後 　久留米市地 』地 報 第 　 年

ノ 　 和 における の 　― の みと ― 　 『

』第 第１号　平成 22年

山 遺跡出土のガラス製品 について 　物 文化 『物 文化』 8　平成 1 年

・ 『 日本 年 』　 日本 　 和 11年

日本の と 事業 　 ・ 『明 ・ ・ 和　お の 告 ラ

― ・ の世界』　国書 　平成 18年

久留米市 『 遺跡　―第 1 次発掘調査―』久留米市文化財調査報告書第 1 集　令和２年

2 文 と じ。

生 『 生 年 』　 和 年

『久留米 』　久留米 　 和 9年

『 これでもか 　 和 』文 文 　文 　平成６年

1 文 と じ。

久留米市 『日 遺跡　―第６次調査―』久留米市文化財調査報告書第 2 集　平成 2 年

福岡市 『福岡城跡　―第 2 次調査報告―』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 1 集　平成 年

米 福岡市 における と出土遺物　～福岡城出土遺物、特に について～ 　福岡市 物 『福岡

市 物 』第 号　令和３年

久留米市 『東 跡』久留米市文化財調査報告書第 集　平成 1年

久留米市 さん 『 　 古』久留米市 第 　久留米市　平成 年

久留米市 『平成 2 年 久留米市 遺跡 』久留米市文化財調査報告書第 8集　平成 28年

中 『日本の 』 ラ ス 222　保 　 和 年

　出土遺物

調査の記録



( さ) ( )
器高

( さ)
面

（凹面、 ）
面

（凸面、 土）
面

（凹面）
面

（凸面）
面・高
（ 面）

16
第29

20 弥生土器 20.8） （1 ） 明 ～
指

―
ほ 良。
、 を

202002
000026

17
第29

20 弥生土器 器 14.7 （1 1）
～

―
、
を

202002
000041

18
第29

20 弥生土器 高 （1 2）
部

り り 良。 、
、 を

202002
000030

19
第29

20
面

弥生土器 17.2 8 8.6
～

にぶい
～

、
、

を
面に 、スス

面に
202002
00004

20
第29

20
面

弥生土器 10.0 4.3 9 にぶい
にぶい ～
にぶい

、 を 面にスス
成時に る

202002
000046

21
第29

20
弥生土器 甕 20.7 9.1 21.2

～ 良。 、
を

部 ： 21 m
面に

202002
000048

22
第29

20
弥生土器

12.8～
13.3

6.2～
6.6

19.0～
20.3

にぶい
～

にぶい
～

良。 、
を

部 ：2 2 m
面に ・スス

202002
000049

23
第30

2 2 土師器 3.3
～

にぶい
回 回 ラ り

良。 を 202002
000383

24
第30

2 2 土師器 9 8 （2 ） 回
回 ラ り

合
良。 、

を
202002
000263

2
第30

2 2 土師器 （2.7）
～

にぶい
にぶい
～

ラ
回

ラ ガ ラ り
合

良。 、 、

を
面

202002
000264

26
第30

2 2 土師器 甕 （2.7） にぶい ―
良。 、

を
面にスス

202002
000270

27
第30

2 2
土器

（ 2 ）
～

・
ラ

ラ ガ
―

良。 を 202002
000271

28
第30

2 2 弥生土器 甕 （2.6） ―
、 を

面に 痕
202002
000387

29
第30

１ 土師器 9.4 7.2 1.4 にぶい 回
回

ラ り
良。

を
202002
000001

30
第30

１ 土師器 （1.1） 明 ―
文

回
ラ り

合
良

202002
000196

31
第30

１ 須恵器 1 9 8 4 回 回 合
良。 を 202002

000197

32
第30

１ 須恵器 甕 （3.8）
～ ～ 回

波状 文 回 ―
良。 を 202002

00019

33
第30

11 須恵器 8 （1.4）
ラ

回 ラ り
良。 を 202002

000096

34
第30

120 弥生土器 高 （4.4）
にぶい にぶい り 良。 、

を
202002
000390

3
第30

120 土師器 8 （1.3）
～

にぶい
にぶい

～
回 回 ラ り 良

202002
000100

36
第30

120 土師器 1 12 1.3 にぶい にぶい 回 回 ラ り
良。 、

を
202002
00011

37
第30

120
土器

（1 ）
～

にぶい
～ 回 回

合
ラ り

良。 を 202002
000109

38
第30

120 須恵器 （ ） 回 回 ―
良。 を 202002

000098

39
第30

120 須恵器 （3.3） 回 回 ― 良
202002
00010

40
第30

120 須恵器 （2.7） 回 回 ラ り 良
202002
000106

41
第30

120 須恵器 甕 （9 2 ）
～

～
平 文 平 文

―
良。 を 202002

000101

42
第30

120 須恵器 甕 （4.1） ～
～

回
回

―
良。 を

る
202002
000107

43
第30

120 須恵器 8 （3.9） ～
～ 回

ラ 回
ラ り

板状 痕
良。 を 202002

000108

44
第30

120 陶器 2 （1.8）
にぶい ～ 回 回

ラ り
良。 、

を
高 に ね 痕跡あり

202002
000116

4
1

120 陶器 （2.2）
回 良。 を 202002

000099

46
1

120 陶器 （2 ）
回 回

― 良 面
202002
000112

47
第30

120 陶器 （3.3）
回 回

―
良。 を 202002

000120

48
1

120
陶磁器

（2.2）
文

―
良。

を
による器 の れ。

磁 ２または３ 。
202002
000122

49
第30

120 古瓦 瓦 （8.2） （8 ） 1.9
文

、
ラ り
調整

良。 、
を

202002
000121

0
第30

120 古瓦 瓦 （ ） （ 8） 1.7
文

ス し
ラ り

良。 を
に

202002
000114

1
第30

120 古瓦 瓦 （4.1） （ ） 1.6 にぶい
文

、
―

良。 を
に

202002
000110

2
第30

120 土製品 土 6.7 3.3 3. ラ り
良。 を 8

：1 1 m
202002
000103

3
第30

120 土製品 土 （7.2） 3.7 3.4 にぶい 良
（62.70）

：1 1 m
202002
000104

4
第30

120 土製品 土 9 3.1 3.0 にぶい にぶい ラ り
良。 を （31.6 ）

：1 1 m
202002
000102

第30
140 土師器 1 （1 ） 回

回
ラ り

良。
、 を

202002
000183

6
第30

140 土師器 （1.2）
にぶい
～

～
にぶい

合
回

合
良。

、 を
202002
000180

7
第30

140 土師器 （2.2） 回 回 ―
良。

を
202002
000179

8
第30

140 土師器 16.6 12 8 2.3
回

ラ調整
回

ラ り
線 あり

良。
、 を

202002
000178

9
第30

140 須恵器 （2.0） 回
回

ラ調整
―

良。
を

202002
000181

60
第30

140 須恵器 甕 （2 ）
～ 回

る
回 ―

良。 、 ・
を

部に
202002
000184

　調

～にぶい

にぶい

遺物
No.

出土
遺構

　 器　

　 　 ) 調　整・文　
　土

石　
・備

録
号

　出土遺物
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調査の記録



( さ) ( )
器高

( さ)
面

（凹面、 ）
面

（凸面、 土）
面

（凹面）
面

（凸面）
面・高
（ 面）

61
第30

140 陶器 （3.4）
～ 回 回

線
―

良。 、
を

面 ける
202002
000186

62
16

140 陶器 （1.2）
～ 回 回

― 良 部
202002
000182

63
第30

155 土師器 （2.3） 明
回 回

―
良。 、 、

を
202002
000189

64
第30

155 土師器 1.1 回
回

ラ り
良。 を 202002

000188

65
第30

155 須恵器 甕 （5.0）
～

文 文
―

良。 、 、
を

202002
000191

66
第30

155 須恵器 甕 （1 ）
にぶい

回 回 ―
202002
000190

67
第30

156 土師器 （3.1）
明
～

回 回
・

合 良。 、
を

面 しい
202002
000192

68
第30

160 古瓦 平瓦 （9.2） （12 ）
2.2～
2.9 し

文
ス し ラ り

良。 を 凹面に指
凸面・ れ面に

202002
000194

69
第30

160 古瓦 平瓦 （9.7） （1 ）
2.5

～2.6 ～ 部
文

― 良
202002
000193

70
第31

165
１

土師器 （0.8） 明 回 回 ラ り 良
202002
000199

71
第31

165
土師器 甕 （5.8）

～
にぶい
～

回 回
―

良。 を
面にスス

202002
000201

72
第31

165
古瓦 平瓦 （1 9 ） （ 9） 1.8

文
、 ラ り

良。 を
成後 か

202002
000202

73
第31

165 古瓦 平瓦 （15.5） （11 ） 2.6
にぶい
～

ラ り
良。 を 202002

000203

74
第31

165
１

石製品 石 （8.3） （ ） （2.1）
～ 痕

― 石
（11 ）
面にスス 。 部を

した あり。 品か

202002
000200

75
第31

170
南部

土師器 （1.3） 回 回 ― 良
202002
000268

76
第31

170 土師器 （1.1） にぶい
痕

回 ラ り
良。

を
面にスス

202002
000278

77
第31

170
北

土器
（1.5） にぶい

～
回

回
合

良。 を
面に 痕

202002
000204

78
第31

170 須恵器 甕 （3.3） 回 回 ―
良。 を 202002

000275

79
第31

170 須恵器 甕 （8.8）
にぶい ～
にぶい

にぶい 平 文 平 文

し
―

良。 を
面 る

202002
000207

80
第31

170
南部

須恵器 （9.5）
回
指

良。
を

202002
000269

81
第31

170 古瓦 平瓦 （9.6） （11 ） 1.9
にぶい

～
文

ス し ラ り
良。 、

を
202002
000205

82
第31

170 古瓦 平瓦 （13.3） （1 2） 2.7
文

ス し
ラ り 良。 、

を
しい

202002
000277

83
第31

170 古瓦 平瓦 （10.1） （9 1） 2.2
文

ス し ラ り を
202002
000206

84
第31

170 古瓦 平瓦 （9.3） （ ） 2.7 い
文

ス し ラ り
良。 、

を
凹面にスス

202002
000276

85
第31

190 土師器 10.4 6.8 2.8
にぶい
～明

にぶい
～にぶい

回 回
ラ り

板状 痕
良。 を 202002

000214

86
第31

190 土師器 10.6 6.4 2.5 ～
回 回 ラ り

板状 痕
良

202002
000211

87
第31

190 土師器 10.4 7.1 2.6 回
回 ラ り

板状 痕
良。

を
202002
000215

88
第31

190 土師器 13.4 6.1 2.8
～

にぶい
にぶい
～

回
合

回 ラ り 良。 、
を

202002
000212

89
第31

190 土師器 13.0 9.2 6.0
回

合
回

ラ り
良。

を
面の 部

202002
000219

90
第31

190 須恵器 10.8 （1 1） 2.0 回 回 ラ り
良。 を

部
202002
000217

91
18

190 陶器 （2.1）
～ 回 回

―
良。

を
202002
000213

92
第31

190 古瓦 瓦 （9.6） （ ） 1.9
文

ス し
ラ り

良。 を 202002
000218

93
第32

215 土師器 （11.8） （ 9）
2.8

～3.0
回 回 ラ り

、 、
を

面に 痕
202002
000251

94
第32

215 土師器 3.2
～

にぶい
～

にぶい
回 回

ラ り
板状 痕

良。 、
を

202002
000231

95
第32

215 土師器 13.1 11 1.4
～

にぶい
回 回

ラ り 良。
を

202002
000239

96
第32

215 土師器 （2 ） にぶい にぶい 回
回

ラ り
良。

を
202002
000232

97
第32

215 土師器 （3.1） 回 回 ―
良。 、

を
部

202002
000240

98
第32

215 土師器 （5.1） （ ） 1.9
～

― ― ―
良。 、

を
スス

202002
000244

99
第32

215
土器

（1.6）
にぶい

～にぶい
合 ラ り

良。 を
部

202002
000226

100
第32

215
土器

（1.7）
回

ラ
ガ

回 良。 、
を

部
202002
000246

101
第32

215 瓦器 （4.9） ～
～ 回

合
回 ラ り

良。 を 202002
000233

102
第32

215 瓦器 （3.3） ～ ～
回 回

―
良。 、 、

を
部

202002
000241

103
第32

215 瓦器 （2.4） ～ ～
回 回

―
良。 、

を
部

202002
000245

104
第32

215 陶器 （2.3）
回 回

― 良
部 。 の

しい
202002
000237

105
第32

215 陶器 （2 ）
回 回

― 良 面 ける
202002
000238

～にぶい

　調

にぶい

遺物
No.

出土
遺構

　 器　

　 　(cm) 調　整・文　
　土

石　
・備

録
号

面に 痕

、
を 、 良
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( さ) ( )
器高

( さ)
面

（凹面、 ）
面

（凸面、 土）
面

（凹面）
面

（凸面）
面・高
（ 面）

106
第32

215
陶磁器

9 （ 1）
回

部
回 跡２

ラ り
良。 、

を
部 。 磁

１(２)
202002
000242

107
第32

215
陶磁器

（1 9）
回 回

―
良。

を
部 。

磁
202002
000250

108
第32

215
陶磁器

（2 2）
回 回

― 良
部 。

磁
202002
000230

109
第32

215 陶器 （1 ） 明 ラ 回 ラ り
良。

を
202002
000253

110
第32

215 古瓦 平瓦 （1 ） （1 ） 2 25 部 し
文

ス し
ラ り

、
を

202002
000247

111
第32

215 古瓦 平瓦 （ 9） （12 2） 2 3 文 ラ り
良。 を 202002

000234

112
第32

215 古瓦 平瓦 （ ） （ ） 1 8
文

―
良。 を 202002

000229

113
第32

215 古瓦 平瓦 （9 ） （9 8） 0
～

文 ―
良。 を 202002

000248

114
第32

215 古瓦 平瓦 （9 ） （ 9） 1 9 文 ―
良。 、

を
202002
000252

115
第32

215 古瓦 平瓦 （11 2） （ 1） 2 2
～ ～

じ跡
文

ス し
―

良。 を 202002
000235

116
第32

215 古瓦 瓦 （9 ） （ ） 1 9 し 部ス し
ラ り

良。 を 202002
000243

117
第32

215 古瓦 瓦 （ 1） （ 9） 1 5 にぶい
文
し

ラ り
調整

良
202002
000227

118
第32

215 石製品 石 （1 ） （ 2） （ 9） 面 ２ ― ― （370）
202002
000228

119
第32

215 石製品 石 11 8 9 6 5
面

２
― ― 99

202002
000249

120
第32

215 石製品 石 （ 9） （ 2） 2 4 面 ― ― （ 1 25）
202002
000236

121
第33

365
東

土師器 9 （ 9）
ラ

回
回 ラ り 良。 を しい。

面に 痕
202002
000280

122
第33

365
西

土師器 12 1 （ ） 回 回 ラ り
良。 、 、

を
面にスス

202002
290

123
第33

365
東部

土師器 甕 2 2 （ 8）
にぶい

指
―

良。 、
を

202002
000285

124
第33

365
中

土師器 （ ） （ ） 3
～

― ― ―
良。 を 202002

000287

125
第33

365
東

土師器 （ 9） （ 9） 2 9 にぶい ― ―
良。 を 202002

000281

126
第33

365
東

須恵器 （1 ）
にぶい

～
回
ラ

回 ― 良 面 る
202002
000282

127
第33

365
東

須恵器 甕 （1 ）
波

―
良。 、

を

202002
000283

128
第33

365
中

古瓦 瓦 （8 ） （ 9） 0
文

ス し じ跡
ラ り
調整

良。 を 202002
000288

129
第33

365
東

石製品 石 4 5 5 ― 平 面あり 平 面あり ― 石 21 g
202002
000284

130
第33

405 土師器 （1 ）
にぶい ～
にぶい

にぶい ～
にぶい

回 回 ラ り
良。

を
202002
000317

131
第33

405
土器

（ ） にぶい 回 ラ ガ ― 良
202002
000319

132
第33

405 須恵器 （1 9）
～ ラ

合
回 合 良

202002
000318

133
第33

446
南部

土師器 （1 ）
回 回 ラ り

し
良。 、

を
202002
000348

134
第33

446
南部

須恵器 甕 （8 ） 明
回

並 文
― 良。 を

202002
000346

135
第33

446
北部

古瓦 瓦 （ 8） （1 8） 2 2
～ 痕

ラ り
良。 、

を
202002
000344

136
第33

446
南部

古瓦 平瓦 （ ）（ 1） 1 5
ラ調整

文 ラ り
良。 を 202002

000347

137
第33

446
北部

古瓦 平瓦 （ ） （11 ） 1 8
ラ調整

文
ス し

ラ り
良。 、

を
202002
000345

138
第33

453 土師器 （1 ）
～

にぶい 回 ラ り
良。 、

を
202002
000380

139
第33

475 土師器 （2 ）
にぶい

～
回 回

―
良。

を
しい

202002
000386

140
第33

475
土器

（1 ）
回

合
良

202002
000384

141
第33

475 古瓦 瓦 （ ） （ ） 1 9 し ラ り
良。 を 202002

000385

142
第33

445
土

土師器 2 6
（摘み ）

（1 ）
回

合
― 回

良。 を 202002
000355

143
第33

445
土

土師器 2 0
にぶい ～
にぶい

にぶい 回
回

ラ り 良 面に
202002
000356

144
第33

445
土

土師器 9 8 8 1 7 にぶい 回
回 ラ り 良。

を
面に 痕

202002
000349

145
第33

445
土

土師器 1 2 回
回

り 良
202002
000350

146
第33

445
土

土師器 甕 （ ） にぶい
回 回

― を
202002
000357

147
第33

445
土

土師器 （ ）
にぶい ～

―
調整

― ―
良。 を 202002

000351

148
第33

445
土

土器
甕 （11 ） にぶい ～

ガ
― 良。 を

202002
000328

149
第33

445
土

土器
9 2 （2 1）

回
合

ガ ・
・

ラ り 良。
を

部
202002
000354

150
第33

445
土

須恵器 甕 （ ）
～

にぶい 回 回
―

良。 を 部 。硬化面 上、
６出土 と 合

202002
000352

～

にぶい

～

～

～

～

明 ～

遺物
No

出土
遺構

　 器　

　 　(cm) 　調 調　整・文　
　土

石　
・備

録
号
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( さ) ( )
器高

( さ)
面

（凹面、 ）
面

（凸面、 土）
面

（凹面）
面

（凸面）
面・高
（ 面）

151
第33

445
土

須恵器 （4.2） 回 合
ラ り

良。 を
部

202002
000353

152
第34

445
土

須恵器 （6.2） にぶい 回 回 ― 良
202002
000331

153
第34

445
土

古瓦 平瓦 （9.7） （9 2） 1.9
文

ス し
ラ り

良。
を

202002
000330

154
第34

445
波板状凹凸面

土師器 （4.0）
～

指
―

、 を
面に

202002
000369

155
第34

445
波板状凹凸面

須恵器 2 （1 ） 回
回 ラ り

良 部
202002
000371

156
第34

445
波板状凹凸面

須恵器 8 2 （1.5） 回 回 ラ り 良 部 。 る
202002
000336

157
第34

445
波板状凹凸面 陶磁器

（1.7） にぶい
回 回

―
良。

を
磁 部

202002
000372

158
第34

445
硬化面 上

土師器 （2.5）
回
ラ

回 ― 良。 を 部
202002
000332

159
第34

445
硬化面 上

土器
（2.7） ガ ガ ― 良 部

202002
000358

160
第34

445
硬化面 上

陶器 （2.1）
くすんだ 回 回

― 良 部
202002
000360

161
第34

445
硬化面 上

古瓦 平瓦 （7.25） （12 ） 2.9
文 ラ り

良。 を
202002
000362

162
第34

445
硬化面 上

古瓦 瓦 （23.9） （ 2） 2.1
～

ラ り
調整

良。
を

に
202002
000329

163
第34

445
硬化面 上

古瓦 瓦 （1 1 ） （8 8 ） 2.0
～

にぶい
にぶい

ス し し
ラ り 良。 を 202002

000361

164
第34

445
硬化面 上

古瓦 瓦 （ 8） （ 2 ） 1.5
ラ り 良。 を 202002

000359

165
第34

445
１

土師器 高 （4.0） 回 回 ―
良。 、

を
部

202002
000363

166
第34

445
１

須恵器 （2.7）
にぶい ～ 回

ラ 回 ラ り
良。 を

部
202002
000364

167
第34

445
１

陶器 （2.4）
回 回 回

良
部 。 ６出土

と 合
202002
000365

168
第34

445
２

須恵器 （1 1 ） 回 回 ラ り 良
部 。 １出土

と 合
202002
000367

169
22

445
２

陶器 （0.7） ～ 回 ラ
―

良。 を 部
面にスス

202002
000368

170
第34

445
５

古瓦 瓦 （9 8） （10.65） 1.6
～ 文

ス し じ痕
ラ り

良。 を
172と

202002
000374

171
第34

445
５

須恵器 甕 （ 8）
回 回

― 良
202002
000373

172
第34

445
６

古瓦 瓦 （10.3） （1 ） 1.8
～

文
ス し じ痕 ラ り 良 170と

202002
000375

173
第34

445
６

古瓦 平瓦 （15.1） （1 2） 2.9
文

ス し
ラ り 良 凹凸面

202002
000376

174
第35

445
８

土師器 （摘み ）
（1.9）

にぶい
～

にぶい 回 ― 良
202002
000333

175
第35

445
８

須恵器 （6.3）
～

回 回 ― 良。 を
部 。 10出土

と 合
202002
000334

176
第35

445
８

古瓦 平瓦 （8 2） （1 ） 2.25 にぶい にぶい
文

ス し
ラ り

良。
を

202002
000335

177
第35

445
土師器 （5.4） （ 2） 2.6

～
にぶい

―
良。 を 202002

000337

178
第35

445
陶器 （1 ） 回 回 ― 良 部

202002
000338

179
第35

445
10

須恵器 （2.1） 回 回
良。

を
部

202002
000339

180
第35

445
12

須恵器 甕 （1 1）
～

し
文

―
良。 を 部 。 11出土

と 合
202002
000340

181
第35

445
12

古瓦 平瓦 （8 ） （ ） 2.2
し

文 ラ り
良。 を 202002

000341

182
第35

445
13

古瓦 平瓦 （1 ） （8 ） 2.75
にぶい
～

～ 文
ス し

― 良
202002
000342

183
第35

445
13

土製品 1.75 1.6 1.65
良。 を

面
202002
000343

184
第35

445
掘方

土師器 （1.0）
～

回 回 ラ り 良 部
202002

88

185
第35

445
掘方

須恵器 甕 （8 ）
し

平 文 ― 良 部
202002
000325

186
第35

133 土師器 （1.0）
回

回 ―
良。 、

、 を
部

202002
000172

187
第35

133 土師器 （1.2） 回 回 ラ り
良。 を

部
202002
000173

188
第35

133 土師器 甕 8 （5.7）
～

にぶい 指
ラ り

痕
良。 、

を
部

202002
000174

189
第35

80 土師器 8 8 （1.9）
～

にぶい
にぶい 回

回
ラ り

良。
を く

部
202002
000078

190
第35

80 土師器 8 （3.4） にぶい
回
回

回
― 良 部 。筑後

202002
000079

191
第35

85 土師器 （1 8）
にぶい にぶい

回 回 ― 良 部
202002

82

192
第35

85 土師器 （1.2）
回 回

―
良。

を
部

202002
83

193
第35

85 土師器 1 8 （5.3）
明 ～
にぶい

明 ～
にぶい

回 回 ―
良。 、

を
202002

88

194
第35

85 土師器 14.4 8 8 3.0
～

にぶい
回 回 ラ り 良

202002
86

195
第35

85 土師器 15.2 2 3.0
～

にぶい
～ 回 回 ラ り 良

202002
85

～

にぶい ～

～

遺物
No.

出土
遺構

　 器　

　 　(cm) 　調 調　整・文　
　土

石　
・備

録
号
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　出土遺物
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( さ) ( )
器高

( さ)
面

（凹面、 ）
面

（凸面、 土）
面

（凹面）
面

（凸面）
面・高
（ 面）

196
第35

85 土師器 15.8 8 3.8 回
回 良。

を
2 2 2

84

197
第35

85 土師器 16.4 12 2.1
にぶい

～
回

回
ラ り

良。 、
を

2 2 2
87

198
第35

85 土師器 甕 （5.4）
にぶい

～
―

良。 、
を 部

2 2 2
89

199
第35

85 須恵器 （1.4） 回 回 ―
良。 を

部
2 2 2

9

2
第35 面

土師器 2.5
回

回 ラ り
良。 を

部
2 2 2

3

2 1
第35 面

土器
（3.8）

にぶい
～

ラ ガ
回
ラ

回
ラ ガ ―

良。 を
部

2 2 2
5

2 2
第35 面

須恵器 甕 （12 1） 心 ―
良。 を

部
2 2 2

4

2 3
第36

土師器 2.8 にぶい 回
回

ラ り 良 部に
2 2 2

6

2 4
第36

土師器
～

7.3
（2 ）

～ にぶい
～

回
回 ラ り

良。
を

部 。 面に 痕
2 2 2

7

2 5
第36

土師器 1.65
回
ラ

回 良。 を 2 2 2
8

2 6
第36

土師器 13.5 （4.6）
回
ラ 回 ラ り 良

高
面に 痕

2 2 2
9

2 7
第36

土師器 （5.9） 回 回 ― 良 部
2 2 2

16

2 8
第36

土師器 甕 39.4 （1 ）
にぶい

にぶい
回 回

― を 面にスス
2 2 2

1

2 9
第36

土器
（ ）

回
ラ

ラ ガ
回 ―

良。 、
を

部
2 2 2

12

21
第36

須恵器 5.1
回 良。 を

次
2 2 2

11

211
第36

土製品
明

製品
（6.15） （ 9） 1.2

明
～

にぶい
～にぶい 部 痕跡

―
良。

、 を
面の 部

2 2 2
13

212
第36

石製品 石 （14.6） （1 ） （7.9） 線あり 面に いスス
2 2 2

15

213
第37

21 土師器 14.8 1 2
5.6～
5.7

にぶい
～

回
合

回
ラ り

板状 痕
良。
を

2 2 2
225

214
第37

375 土師器 （2.6） 回 回
回

合
良。

を
部

2 2 2
292

215
第37

375 須恵器 （4.7）
にぶい
～

並 文
― 良 部

2 2 2
295

216
第37

375 須恵器 （1 ）
～ 文

合
指 ―

良。
を

部
2 2 2

294

217
第37

375 須恵器 甕 （11 ）
文 心 文・

平 文 ―
良。
を

部 。 次
2 2 2

293

218
第37

375 古瓦 平瓦 （14.3） （1 1）
2.4～
2.9

文 ラ り
良。
を

2 2 2
296

219
第37

125 陶器 （2.2）
回

― 良 部
2 2 2

123

22
第37

15 須恵器 （5.4） ラ ―
良。 、

を
部

2 2 2
187

221
第37

２ 土師器 1 （1.2） 回 り
良。 を

に
2 2 2

3

222
第37

２ 土師器 （5.1） 回 回 ―
良。 、

を
部

2 2 2
4

223
第37

２ 須恵器 平 （2.1）
回

線
回

合
―

良。 を
部

2 2 2
5

224
第37

２ 古瓦 瓦 （15.7） （11 ） 7.7
文

ス し じ跡
ラ り

良。 を 2 2 2
6

225
第37

２ 古瓦 瓦 （9 ） （ 2） 2.15
～

文
ス し ラ り を

2 2 2
7

226
第37

２ 古瓦 平瓦 （7.4） （ ） 2.1
文

ス し
ラ り

良。 を 2 2 2
8

227
第37

２ 古瓦 平瓦 （7.5） （8 ） 1.8
・

痕
―

良。 を 2 2 2
9

228
第37

２ 古瓦 平瓦 （7.3） （1 2） 2.4
にぶい

～
にぶい

～
文

ス し
―

良。
を

2 2 2
2

229
第37

２ 石製品
製

石
（6.2） （ 9 ） 1.9 （9 5)

2 2 2
1

23
第38

4 土師器 1 11 2.7
回 回 り

板 痕
良。 を

面に 土
2 2 2

231
第38

4 土師器 （1.3）
～

明
明

回 ラ 心 文 、 を 2 2 2
5

232
第38

4 土師器 土 （4.1）
～

回
痕

― を 面
2 2 2

8

233
第38

4 土師器 土 （ ）
痕

―
良。 、

を
面

2 2 2
9

234
第38

4 瓦器 （1.3） 良 しい
2 2 2

6

235
第38

4 須恵器 甕 （1 ） にぶい
文 波文

―
良。 、

を
2 2 2

4

236
第38

4 古瓦 平瓦 （6.9） （ 1） 2.7
ラ り

文 ラ り
良。 を 2 2 2

3

237
第38

4 古瓦 平瓦 （5.7） （ ） 2. 文
ス し

― 良。 を
2 2 2

1

238
第38

4 古瓦 瓦 （1 ） （ 8） 1.7
文 ラ り

調整
良。 を 2 2 2

7

239
第38

5 須恵器 甕 （6.5） にぶい
にぶい 平 文

―
良。 を 部 。 面の 部に

スス
2 2 2

3

24
27

5 陶磁器 （1.2）
にぶい 回 文

― 良 面
2 2 2

4

～

遺物
No.

出土
遺構

　 器　

　 　(cm) 　調 調　整・文　
　土

石　
・備

録
号

面に 痕

− 68 −

　出土遺物

調査の記録



( さ) ( )
器高

( さ)

面
（凹面、 ）

面
（凸面、 土）

面
（凹面）

面
（凸面）

面・高
（ 面）

241
第38

127 土師器 （1 ） にぶい 回 回
ラ り

良 部
202002
000131

242
第38

127 土師器 （1 8） にぶい 回 回
ラ り

板状 痕
良 部

202002
1 2

243
第38

127 土師器 1 11 2 6 回
り し痕 回 り 良

202002
000147

244
第38

127 土師器 8 8 （1 1）
にぶい

にぶい 回
回 り

板状 痕
良。 を 部 。 面にスス

202002
000148

24
第38

127 土師器 8 8 （1 ）
回 り

良 部 。 しい
202002

1

246
第38

127 土師器 （1 1）
回

回
り

良
部 。 に け

。 面 しい
202002
00013

247
第38

127 土師器 （1 1）
回

良 部 。 しい
202002
000138

248
第38

127 土師器 （ ）
にぶい ～
にぶい

回
回 ― 良 部

202002
000130

249
第38

127 土師器 土 （ 1）
にぶい
～

にぶい
～明

・
・ 痕 ―

良。 、
を

部 。 面にスス
202002

1 9

2 0
第38

127 土師器 土 （1 ）
にぶい

痕
― 、 を 部

202002
000137

2 1
第38

127 土師器 土 （2 ）
にぶい

痕
― 、 を 部 。 面にスス

202002
000141

2 2
第38

127 土師器 （ ） （ ） 2 1 ―
、
を

202002
00012

2 3
第38

127 土師器 （1 8）
にぶい
～

指 ― ―
良。

を
202002
000129

2 4
第38

127 須恵器 （1 ）
にぶい

にぶい 回 回 ― 良 部
202002
000136

2
第38

127 須恵器 1 2 （1 ）
ラ 良。 を

部
202002
000134

2 6
第38

127 須恵器 甕 （11 1） にぶい 平 文 ―
良。

を
部 。 面 る

202002
000124

2 7
第38

127 須恵器 甕 （ ） 波状 回 ―
良。 を 202002

000126

2 8
第38

127 須恵器 甕 （ ） 平 文
良。

を
202002
000149

2 9
第38

127 須恵器 甕 （ 1）
回 回

波 ―
良。 、

を
部

202002
000168

260
第38

127 須恵器 （ 8） 回 回 ―
良。

を
部

202002
00016

261
第38

127 瓦器 1 8 （ ）
ラ
ラ ガ

ラ ガ 回
良。 を 面に

202002
000164

262
第38

127 瓦器 1 （ 9）
回
ラ ガ

ラ ガ ― 良
部 。 面
る

202002
1 6

263
第38

127 瓦器 （8 ）
回

―
良。 、

を
部 。 しい

202002
000169

264
第38

127 瓦器 （ ）
～ 回

―
良。 、

を
部 。 しい 202002

000132

26
第39

127 陶器 9 0 （ ）
明 ～
にぶい

ラ 回 り出し
高 、

良。 を 202002
000162

266
28

127 陶器 （2 ）
回 回 良。

を
202002
000163

267
第39

127
陶磁器

（ 9）
明 回 文

―
良。

を
磁

４
202002
000166

268
第39

127
陶磁器

（ ）
回 文

― 良
による器 の れ。

磁 ２または３
202002

1 4

269
第39

127
陶磁器

（ ）
回 文

―
良。

を
状

磁
202002
000133

270
第39

127
陶磁器

合 2
明 文 あり 回

― 良 部
202002
000167

271
第39

127
陶磁器

（ ）
～ 回 回

― 良
202002
000143

272
第39

127 古瓦 平瓦 （12 ） （1 8） 2 6
文

ス し ラ り 良。 を
202002
000144

273
第39

127 古瓦 平瓦 （1 2） （12 2） 2 3
～

じ痕
文

ス し
ラ り 良。 を 202002

000160

274
第39

127 古瓦 平瓦 （12 ） （1 8） 0 。 部
し

文
ス し

ラ り
良。 、

を
202002
000161

27
第39

127 古瓦 平瓦 （11 ） （9 ） 1 8
痕跡

文
ス し

良。 を 202002
1 3

276
第39

127 古瓦 平瓦 （ ） （ ） 2 2 文 ラ り 良。 を 202002
1 0

277
第39

127 古瓦 平瓦 （ 1 ） （9 2） 2 4
文

ス し
―

良。 ・
を

202002
1 7

278
第39

127 古瓦 平瓦 （ ） （ ） 1 9
ス し

ラ り 良。 を 202002
00014

279
第39

127 古瓦 平瓦 （9 2） （ ） 2
ス し

文
ス し

ラ り
良。 を 202002

000139

280
第39

127 古瓦 瓦 （9 ） （8 8） 1 7 し
良。 を 202002

1 1

281
第39

127 古瓦 瓦 （9 ） （ 2） 1 9
文

ス し
ラ り

良。 を 202002
000127

282
第39

127 古瓦 瓦 （ ） （ 1） 1
文

ス し
ラ り

良。 、
を

202002
000170

283
第39

127 土製品 土器
（2 ） にぶい ―

良。 、
を

面にスス
202002
000128

284
第39

127 石製品 石 （ ） （1 9） 2 0
痕

― 石
（1 ）

あり
202002
000140

28
第39

127 石製品 石 （ 8） 6 （ ） 面 3 ― ― （346）
202002
000146

～

にぶい ～
にぶい

にぶい ～

遺物
No

出土
遺構

　 器　

　 　(cm) 　調 調　整・文　
　土

石　
・備

録
号

− 69 −

　出土遺物

調査の記録



( さ) ( )
器高

( さ)
面

（凹面、 ）
面

（凸面、 土）
面

（凹面）
面

（凸面）
面・高
（ 面）

286
第40

14 土師器 （1.7）
り後

調整
り

板状 痕
良。

、 を
部 。 け み し

い
202002
000015

287
第40

14 土師器
8.4～
8.5

7.3～
7.4

1.8 にぶい にぶい 回
回 り

し
良。

、 を
け み しい

202002
000017

288
第40

14 土師器 8.0
6.9～
7.1

1.4 にぶい 回
回 り

板状 痕
良。

、 を
け

202002
000016

289
第40

14 土師器 土 （5.2） にぶい
、回
、 痕 ―

、 、
を

202002
000018

290
第40

14 土師器 土 （3.2）
～

にぶい
、回
、 痕

―
、 、

を
面に

202002
000019

291
第40

14 瓦器
15.5～
16.1

5.1～
5.2

6.7～
7.1

回
ラ ガ ラ ガ

回 ラ
、高

良。
を

成 良で け
面に

202002
000020

292
第40

14 瓦器
5.3～
5.4

（6.2）
～

～
回 ラ

ラ ガ

ガ
ラ ガ

回 ラ
、高

良。 を 202002
000021

293
第40

14
陶磁器

（4.7）
回 ・ 文

― 良
面部 。

磁 ４
202002
000022

294
第40

235 土師器 （1.1） 回
回 り

部 し
良。 、

を
部 。 け

202002
000256

295
第40

235
陶磁器

（2.3）
回 文

― 良
磁

１a
202002
000257

296
第40

35 須恵器 27.8 （8.9）
～

回
回

―
良。 、

を
202002
000058

297
第40

35 土師器 13.8
9.8～
10.0

2.5
～3.1

明
にぶい

～
回

回 り
板 痕

良。 、
を

部
面に 痕

202002
000057

298
第40

35・
36

土師器 8.8
1.15
～1.2

にぶい にぶい 回
回

し 良
202002
000059

299
第40

35・
36

土器
（1.8）

回
合

ラ ガ ラ り
合

良 部
202002
000060

300
第40

173 土師器 18.2 11 3.25
にぶい
～

回
回 り

し
良

部
面に 痕

202002
000208

301
第40

５
近世

陶磁器
8.0 3.1 4.3

・ 金
線

良 面 れる
202002
000011

302
第40

近世
陶磁器

（3.1）
～ 回 回

― 良 部 。
202002
000013

303
第40

46 弥生土器 高 （4.1） 明
にぶい

― を 部
202002
000071

304
第40

376 弥生土器 甕 （2.6）
にぶい
～

を 面 部の 部
202002
000297

305
第40

433 土師器
2

（摘み ）
（1 ） にぶい にぶい 回 ―

良。
を

摘み
202002
000324

306
第40

184 土師器
8

（摘み ）
（1.3）

～
にぶい

回 ― 良 摘み
202002
000210

307
第40

97 土師器 14.7 （2.9）
回
ラ

回 ―
良。

を
202002
000091

308
第40

364 土師器 13.4 3.85
にぶい ～
にぶい

にぶい
～

回
回 ラ り

板状 痕
良。 を 202002

000286

309
第40

236 土師器 13.3 8.2
3.7

～3.8
明 回

回
ラ り

良。 、
を

202002
000258

310
第40

290 土師器 12.8 3.4 にぶい にぶい
回
指

回
ラ り

し
良。 を 面に

202002
000267

311
第40

82 土師器 12.2 8 3.4
～ ～

にぶい
回

回
ラ り

良。
を く

202002
000080

312
第40

97 土師器 16.8 （3.5） にぶい
～

にぶい
回 回 ―

良。 を 202002
000092

313
第40

57 土師器 2.9 回 回
ラ り

良。 を 面に 物
202002
000075

314
第40

30 土師器
9.2

～9.3
3.5

2.5
～2.7

～
明

回 回 り 良。 を に け
202002
000056

315
第40

100 土師器 14.9 9 8 2.0
回
ラ

回 ラ り
良。

を
202002
000093

316
第40

191 土師器 12.6 2.2
にぶい
～

にぶい
～

回 回 ラ り 良 面に
202002
000221

317
第40

452 土師器 14.4 1 2.7 にぶい
にぶい

～
回

回
り

良。 、
を

202002
000378

318
第40

441 土師器 9.8 7.2 1.9 回 回 ラ り
良。

を
202002
000326

319
第40

139 土師器 15.6 2 5.2
回

回
ラ

り、
良。 を

く
202002
000177

320
第40

191 土師器 （1.8） 回 回 ― 良 面に 書
202002
000220

321
第40

76 土師器 甕 18.8 （5.3）
にぶい

～
にぶい ～
にぶい

、
、 痕

―
良。 、

を
202002
000077

322
第40

230 土師器 甕 （4.5）
～

にぶい 回
指
回

―
良。 、

を
面に

202002
000255

323
第40

383 土師器 甕 20.6 （1 ）
～

・ 痕 ― を
202002
000298

324
第40

16 土師器 （5.7）
～

回
回

―
良。 、

を
面

202002
000023

325
第40

452 土師器 土 （4.7）
～ ～

にぶい
、回
、 痕

調整痕 ―
良。 、

を
面にスス

202002
000379

326
第41

82 須恵器 （2.0） 回 回 ― 良
202002
000081

327
第41

422 須恵器 （3.8） ～
、

回
ラ り

良。 を 202002
000322

328
第41

131 須恵器 （3.4）
～ 回

合 面
― 良

高 部を 。
い 痕あり

202002
000171

329
第41

275 須恵器 5.6 5.5 1.9 回
回

ラ り
良。 、

を
部を

202002
000262

330
第41

101 須恵器 甕 （4.1）
～

にぶい
～

にぶい
回 回 ―

良。 を
部 。 る

202002
000095

にぶい

　調

～にぶい

にぶい

遺物
No.

出土
遺構

　 器　

　 　(cm) 調　整・文　
　土

石　
・備

録
号
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　出土遺物

調査の記録



( さ) ( )
器高

( さ)
面

（凹面）
面

（凸面）
面・高
（ 面）

調
遺物
No.

出土
遺構

器

　 (cm) 調　整・文
土

石
・備

録
号外面

（凹面、釉薬）
内面

（凸面、胎土）

331
41

427 （5.1）
202002
000323

332
41

71 （ ）
202002
000076

333
41

29 釉 （ ）
釉 釉 釉

202002
000055

334
32

100 釉 （1.5）
釉 釉

202002
000094

335
41

242 （3.5）
釉 釉

202002
000260

336
41

49 土 5.2 3.9 2.5
58.25

面
202002
000072

337
41

409 （ ） （ ） 2.4
、

202002
000321

338
41

383 （ . ） （ ）
1.5
1.7

、 202002
000299

339
41

土
. 3.3 釉

202002
000397

340
41

土
5.2 5.5 9.4

anitary jar Y
IKAN

202002
000399

341
41

土
薬 2.1

4.5
6.9

16.65
202002
000400

342
41

土
16.0 1.3 0.55

×
32

202002
000398

343
41

土 5.6
5.8

2.2
3.0
3.1

202002
000401

344
41

土
2.0 4.95 16.4

m
202002
000403

345
41

土
薬

1.3
1.4

0.8
1.6

6.5
凹凸

m
202002
000404

346
41

土
薬 8.6 2.3 1.55

202002
000406

347
41

土
薬 8.2 2.3 1.45

202002
000405

348
41

土
1.8 5.0 23.8 6.6 m

202002
000402

349
42

土
12.8 6.2

2.7
2.85

（ ）
釉

202002
000409

350
42

土
5.7 3.0 1930 202002

000407

351
42

土
（19.0） （ ） 2.1

、
凹面

202002
000410

352
42

土
1.8 6.6 29.0 23

8.1 m
202002
000411

353
42

土
5.4 （ ） 30

6.3 m 202002
000412

354
42

土
4.4 （ ）

5.7 m
202002
000413

355
42

土 4.2
4.5

（ ）
面

面
5.6 m 202002

000415

356
42

土
0.8 2.1

7.1
7.2

2.25 m 202002
000421

357
42

土
3.4 4.2 8.5

202002
000422

358
42

土
3.3 4.0 8.6

202002
000423

359
42

土
1.7

2.4
4.0

8.4
面 AJIN M

内
202002
000416

360
42

土
1.6

2.3
3.7

8.4
8.5

面 AJIN M
16

5.2 m
359

202002
000417

361
42

土
1.6

1.7
3.65

7.1 面
14

202002
000420

362
42

土 2.6
（ ）

3.0
2.0
2.1

363 202002
000425

363
42

土
4.1 4.2

9.6
9.7

AB
A

362
5.4 m

202002
000426

364
42

土
1.4 5.0 11.4 面

凸凹
6.6 m

202002
000441

365
42

土
3.6 4.5

9.8
9.9

面 202002
000414

366
42

土
薬 1.4

4.0
5.9

15.1
15.2 凸凹

6.45 m 202002
000430

367
42

土
薬 1.2

2.9
4.2

10.65
凸凹

202002
000431

368
42

土
薬 1.6

3.4
3.5

3.9 内
凸凹

、 202002
000432

369
42

土
薬 1.0 1.8 6.0

凸凹
2.3 m

202002
000451

370
42

土
薬 1.5 5.2 13.9

凸凹
、 202002

000433

371
42

土
薬 2.4 3.9 11.8 4.9 m

202002
000434

372
42

土
薬 0.2 1.1 7.15 面 1.2 1.85 m

202002
000445

373
42

土
0.5

2.3
3.6

11.3
18030

3.1 4.3 m
m

202002
000436

374
42

土
0.4 3.1 9.2

面

42328 1
面

202002
000442

375
42

土
3.0 2.8 3.5 376

202002
000439

釉
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( さ) ( )
器高

( さ)
面

（凹面）
面

（凸面）
面・高
（ 面）

調
遺物
No.

出土
遺構

器

　 (cm) 調　整・文
土

石
・備

録
号外面

（凹面、釉薬）
内面

（凸面、胎土）

376
第42

土坑 ガラス
製品

化 3.0 3.4 5.65 良
375と

部 ：4.9cm
202002
000440

377
第42

土坑 ガラス
製品

化 1.6 （4.4） KINTURU に 良
部 ：2.1cm
面 方

202002
000438

378
第42

土坑 ガラス
製品

化 4.0 4.8 6.0 ねじ り
書

良 部 ：6.0cm
202002
000437

379
第42

土坑 ガラス
製品

0.9 2.25 7.2
るり

るり

３ を 部 ：2.8cm
202002
000446

380
第42

土坑 ガラス
製品

1.0 2.2 7.2 15 を 部 ：2.8cm
202002
000447

381
第43

土坑 ガラス
製品

1.6
4.1

～4.2
5.4 録

を
器 凸凹

部 ：4.7cm
202002
000427

382
第43

土坑 ガラス
製品

2.3 4.7 6.7 を
部 ：5.5cm
部

202002
000428

383
第43

土坑 ガラス
製品

5.8 5.4 3.0
書

良 部 ：7.0cm
202002
000448

384
第43

土坑 ガラス
製品

1.6 5.85 16.1
ラ
石

を
器 凸凹

部 ：
み しく 面 整

202002
000429

385
第43

土坑 ガラス
製品

明
製品

2.2 （ ） 良 386と
202002
000443

386
第43

土坑 ガラス
製品

明
製品

2.25 （ 8） 良 385と
202002
000444

387
第43

土坑 ガラス
製品 器

1.2 1.2 6.65 良 部 ：1.6cm
202002
000450

388
第43

土坑 ガラス
製品 器

0.6 （ 1 ） 良 部 ：5.3cm
202002
000449

389
第43

土坑
磁器 8 6.05

文
東 陶器

良
202002
000455

390
第43

土坑 ガラス
製品

2.0 5.2 22.6 日本
製 など ５

を 部 ：6.75cm
202002
000456

391
第43

土坑 ガラス
製品

化 1.2 3.8 11.1 に を
部 ：4.8cm

る
202002
000460

392
第43

土坑 ガラス
製品

化 3.2 3.6 6.0 を 部 ：5.0cm
202002
000459

393
第43

土坑 ガラス
製品

化 4.65 4.8 2.95 ねじ り
書で

書で

良 部 ：6.6cm
202002
000458

394
第43

土坑 ガラス
製品

化 4.1 4.5 5.1
ス 面 状を

する
部 ：5.2cm
部上

202002
000463

395
第43

土坑 ガラス
製品

化 1.6
2.3～
5.4

10.1
を

器 凸凹
部 ：2.3～6.0cm
部

202002
000467

396
第43

土坑 ガラス
製品

1.8
3.2～
3.4

15.3
面 り

、
線

を
部 ：4.8cm
部上

202002
000466

397
第43

土坑 ガラス
製品

1.5 3.45
12.05
～12.1

ねじ り
を

部 ：4.8cm
部上

202002
000469

398
第43

土坑 ガラス
製品

3.7 3.5 7.5 ねじ り 上 を
部 ：4.0～6.6cm
面

202002
000473

399
第43

土坑 ガラス
製品

2.4 4.1 11.8
６　

良 部 ：4.85cm
202002
000471

400
第43

土坑 ガラス
製品

1.8 4.6
6.5

～6.55
録 を

器 凸凹
部 ：5.6cm
部上

202002
000470

401
第43

土坑 ガラス
製品

化 3.4 3.4 4.9 ねじ り
書で

良 部 ：4.6cm
202002
000472

402
第43

弥生土器 甕 （8.5）
にぶい

～
にぶい

― 、 を 面に あり
202002
000461

403
第43

弥生土器 甕 （4.8）
にぶい

～
にぶい

回
― 、 を

202002
000462

404
第43

土師器 8 4.5 2.6 り 良 部
202002
000478

405
第43

土師器 （1.0） ― り 良 部 合痕 る 202002
000274

406
第43

須恵器 （1 ） 回 回 ―
良。 を 202002

000327

407
第43

古瓦 瓦 （8.4） （ ） 1.5
文

ス し
ラ り
土

良。 を 202002
000301

408
第43

ガラス
製品

1.0 2.8 8.0 ラ
を

器 凸凹
部

202002
000320

409
第43

瓦 平瓦 （11. ） （ ） 1.5
り め２段

―
良。 を

面 部 化
202002
000482

410
第43

陶器 道 14. 12
5.0～
5.2

にぶい にぶい 回
痕

回
指 痕

良。 を
環状器

202002
000484

411
第44

365 製品 2.8 2.6 1.8
にぶい

― ― ― 11.65
202002
000489

412
第44

445
土

製品 5.4 4.6 3.2
にぶい

― ― ― 85.85
202002
000490

413
第44

445
波板状凹凸面

製品 2.5 2.15 1.35
にぶい

― ― ― 11.20
202002
000491

414
第44

445
６

製品 5.7 3.3 2.7
にぶい

― ― ― 46.15
202002
000492

415
第44

127 製品
方

（3.4） 2.1 0.3
にぶい

― ― ― 8.05
202002
000485

416
第44

127 製品 （3.2） 1.9 0.25
にぶい

― ― ―
（3.45）

の か
202002
000486

417
第44

127 製品 （3.9） （ 8） 1.7
にぶい

― ― ― 35.75
202002
000488

418
第44

127 製品 2.9 2.1 0.9
にぶい

― ― ― 7.10
202002
000487

419
第44

土坑
金属製品 硬 1.9 1.9 0.1

しい しい
―

あり
：2.0

５
1938～1940

202002
000493

420
第44

金属製品 硬 1.7 1.7 0.15
日本

和 年 み ：0.9
１
1938～1942

202002
000494

明

明

明

明

明

明

明

明

明

明

明

明

回

明

明

明

明

明

～

明

明

明

にぶい
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　第298次調査 遺構の

　 1 次 上に ぶ筑後国府跡の発掘調査で、西上ノ原地区の調査は第 29 ・ 1 次調査と本書に

録した第 298 次調査のみである。また、調査面 が 1 ㎡ 上の発掘調査も、 発に伴う調査に

れ 、平成 2 年（2 8）の第 22 次調査（ １） のことである。弥生時代から近代に ぶ

な遺構と遺物を発 し、古代に まらない 合 な遺跡の を示す。

　とこ で、第 298 次調査の北隣では、令和３年に第 1 次調査を している。隣 しあう第

298・ 1 次調査を 時に報告し、 まとめに を う だが、 の事 で第 1 次調査の整

業は していない。そこで本 では、第 298 次調査で検出された 遺構の を する

だけに留めた。 の遺構との 、出土遺物の特 、国府 における位置 けといった

な検 は、第 1 次調査の で うこととしたい。 って、第 1 次調査の では、第 298 次

調査の成 が本 の記 と なる可能性がある。

遺構の

　第298次調査で検出された遺構と遺物は、弥生時代後 と古代（ ～11世 ）、中世（12～1 世 ）、

近世後 （19世 後 ）、 和 （2 世 ）に で る。これらの 遺構を、 後

方位、遺物の年代などから を整 したものが第12 と第 ～ である。 遺物も く、

わずかな出土遺物から、遺物による年代 が な遺構も少なくない。そのため、 後 方位、

遺構の さなどから、 時 または 時 の遺構と した点もある。

期

　第298次調査で検出された遺構で 古 の遺構で、竪穴 2 と土坑 1 が られる。

2 は 存状 が いが、 の位置と段の から、 約 ｍの に で ると

られる。調査区の が ｍ れている第 1 次調査で、 2 の を検出していない点も、

このことを ける。その年代は、出土した甕の 部が らんでいる と平 の が

する点 、 甕の年代が甕 の に まる点などから、 土器段階、つまり弥生時代後

の中 から後 に まると られる（ ２）。筑後国府跡では、本調査地点の北方に位置する古

期 期 期 期 期 期 期 期 期

2

1

1 9
（遺物）

跡

地 跡

11

1

8
8

1

　
　

2 2

21

12

1

19
1

12

1

1
1

　

1

１
2 1

　 1

　 21

　 ２
　
　　 2

　

1

12
　 2

1

第10期 第11期

５～11
・1

土坑
 ～ ・
 ・

　　 　　 　　行 　　 　　 　　

　　



地区 地区で さ ｍ 上、 ｍの 溝が検出されており、 溝に うように弥生時

代後 後 から古 時代 の竪穴 が 1 基 上検出されている（ ３）。第 298 次調査地点

に を向けると、道路を んで西に位置する第 次調査地点で弥生時代後 から の掘

建物 竪穴建物、土坑が検出された（ ４）。第 298 次調査でも からの出土だが、 を

する甕が出土している。古 地区 地区で 溝を伴う な集落が まれたのと 時 に、

山地区でも の遺構が まれたことが指摘されて たが、今回の調査でその年代が後 後

まで遡り、分 も西上ノ原地区まで んでいたことが明らかになった。

　土坑 1 は、 ラス 状の 面を する 蔵穴である。筑後国府跡では、第 8次調査でも

ラス 状の 面を する 2 2が検出されており（ ５）、わずかな弥生土器の と石製品から

17.0

16.5

　第１～４ 遺構 置 （1 ）

跡

地 跡

期 期

2 8

2
   

2 88

   

8
   

   

2 8

2
   

2 88

   

8
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弥生時代後 後 に されている。 1 は出土遺物が だが、 2 2の年代から、

2 と じ弥生時代後 に まる可能性がある。

期

　 1 9から出土した、 りを す土師器 と地震痕跡が する。 1 9は 1 に後出

するので、土師器 は 品である。その年代は、 世 まで遡ると られる（ ６）。調査区

の北方には があり、第 8 ・9 ・1 ・222・2 1 次調査では、６世 後 ～ 世 の竪穴

建物 が検出されている（ ）ほか、西隣の 山地区では、第 92次調査で 世 の土坑（ ８）、

第 1 次調査で 世 後 の土坑が つかった（ ）。出土した土師器 は１点のみだが、 世 の

遺構が調査地点の にも がっていた可能性を示 する。

　地震痕跡は、調査区の北 で 跡を、南部中 で地 跡を検出した。 に位置する第 29

次調査では、 本 の本 とみられる 整合が検出されている（ 1 ）。今回検出した地震痕跡の

うち、 跡は後出する遺構から12世 、地 跡は で検出したため年代 明だが、『日本書

記』 年（ 8）12月条に記 がある 筑 地震 に伴う可能性が高い。

期

　 1 と 8 ・8 が られるほか、出土遺物から 11 と 1 もこの時 に た。

1 は 出部に 土が分 し、 を する構 だったことは明 だが、出土遺物に しく、その

ははっ りしない。 土器 の も出土しているが、土師器の など古 の遺物が

を める。筑後国府跡では、８世 後 までに竪穴建物が するという指摘があり（ 11）、

1 の年代も の 状から、８世 後 に まると られる。 8 ・8 は、出土遺物が に

合したことから、並存した可能性が高い。出土遺物が土師器と須恵器のみで構成されており、

部が 化した 、筑後 の土師器 があることから、これらの年代も８世 後 に まるとみら

れる（ 12）。このほか、 １・２・12 ・12 ・1 ・1 、 からも の須恵器が して

おり、 １出土の 出土の などのように、８世 まで遡る須恵器もある。８世

中 に 弥 地区 国府 が する 後に、まとまった の遺構があったことが で る。

　なお、 11 と 1 も出土遺物が土師器と須恵器に られることから、この時 に まる可

能性がある。 11 は が調査区 に ぶため、その性 は である。 1 は埋土が硬化

しているが、道路跡とみられる溝から れており、道路に伴う硬化面とは にくい。

期

　 と並走する ・ 、 上の 、 と方位が じ 2 2、およ

1 と 21 ・ 、 12 が する。 は、調査 には もしていなかった道路で

ある。 の掘方から、 土器 陶器の が出土しており、その年代は

世 代に まる。ただし、須恵器の出土が つ点、土師器甕が 部 面の 線が 明 な８世

代の特 を する（ 1 ）点から、道路の が８世 まで遡る可能性もある。北 の 地区に

位置する第 8 ・2 次調査地点では、 などの 遺物が８世 から 世 に
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かけて集中して出土している（ 1 ）。 と でも、 だが が出土しており、８世

後 まで遡る可能性を示 する。年代の上 は、硬化面 上から器高が低い 土器 が出

土した点、 土から の土師器 が出土した点から、1 世 に ぶ可能性も る。

2 2は、 土器 の 部が しない点 、 から須恵器 の 部が出土した点から、

世 の遺構と した。こうした が列状に集中する 列（ 1 ） は、筑後国府跡の

地で８～ 1 世 にかけて検出されており、第 8 ・98・219・2 ・2 9・289 次調査（ 1 ・

1・219 ）と第 1 8・198 次調査では、 2 2と に 列が れ り、区画を構成する。

これらの遺構は、道路遺構の近 で検出されること（ 1 ）から、道路遺構と 時 に 存する

である可能性があり、第289次調査では生 痕跡と されている（ 1 ）。 1 は 1 が

17.0

16.5

　第５・６ 遺構 置 （1 ）

期 期

2 8

2
   

2 88

   

8
   

   

2 8

2
   

2 88
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後出し、 石製石 の が出土したことから（ 18）、 世 より古くならないと した。

21 の年代も、土師器 の 状から、 世 に まると られる。調査区北西部で検出した

12 は、 陶器 の 部の が出土したことから、この時 に た。もっとも出土遺物

が 少であるため、より後世の道路に伴う可能性も る。

　第４ の遺構が属する 世 は、８世 後 に 弥 地区 した （ ）が 地と

を して され、 ノ ・ ・ ・ 地区に国 が 置される（ 19）など、

国府 で な 発が われる時 である。第４ の遺構は、こうした国府 の 発に伴って か

れた可能性がある。なお、 のように 列を伴う道路は、 道 の道路に伴うことが指

摘されている（ 2 ）。また、 の方位は 8 で、 北 東西方向でもなけれ 、山川・

東合川条 区の方位 1 （ 21）にも わない。 は、字 から の 地に

されている 山地区に向かっており、 山地区の遺構を た検 が今後の課 である。

期

　 1 と 上の 19 、ほ じ方位の 12 ・ 、 1 と が られる。

1 出土の土師器 19 出土の土師器 の 状から、年代は 世 後 が で、1 世

代に まる。 1 ・19 は合計約 ｍ 上に ぶ。調査地点は国府 と国分寺を結ぶ 道路

の存 が指摘されており（ 22）、 12 1 ・19 は、その 溝と で る。 12 と

1 は 心 ４～５ｍを測り、方位も なることから、 12 ・1 ・19 は 時に並存 ず、

時 がある道路東 の 溝と られる。これらの溝と になる道路西 の 溝は、調査地点の西

に位置する可能性が高い。

　 1 は に くなるため、 1 と になる可能性もあるが、出土した土師器 がより

で 1 出土遺物に するため、この時 と した。 は 19 と並走して し、

出土した土師器 が で、高 が低い 土器 を伴うため、この時 に めた。 は、

検出した から に後出すること 、土師器 の 状、 土器 の出土から、 時

の土坑と した。出土遺物から 土坑と られるが、道路 いに集落があったことを わ る。

期

　 1 と 上の 、 19 に後出する 、 に後出する 、

1 に後出する 1 が する。溝の方位が東 りから西 りに わり、調査区西隣の字界を兼

ねる道路と じ方位を向く段階である。 は く、出土遺物は土師器と須恵器、

土器 、古瓦で められることから、年代が もはっ りしない時 である。第５・ の遺構

の年代から いて 、1 世 でも と で る。その は、第５ と 、道路

の 溝と られる。 1 ・1 と は 方位が なり、 さも なる。 も約 1

～ 11ｍで、並存した 溝とは にくい。 1 ・1 は 平されて れる があることから、

になる 溝は に 平されて 存しない可能性がある。

　1 世 中 には、 弥 地区にあった が で し、 町の 地区に が
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する。この の に伴い、国府 と国分寺を結ぶ道路が東 りから西 りに された

可能性が る。 時 の道路跡は第 1 次調査でも検出しており、その報告で めて検 する。

期

　 １・21 と 2 1、 １に後出する 1 が する。これまで た道路の 溝とみ

られる溝を、 る溝が される時 である。 １の年代は、 ラ り の土師器 から、

1 世 後 ～ 11 世 に まる。 2 1 は かりで年代は 明だが、 １の 面で検出

したことから、 時 の遺構である可能性が高く、溝の の といった が で る。

21 は、出土した土師器の が ラ り で、 陶器 磁 など ・1 世 代の

遺物も出土したが、瓦器 面から出土した 磁 から、12世 から中 が年代の上

17.0

16.5

　第 ～11 遺構 置 （1 ）

期 期

土

土

土

土

土

土

土

2 8

2
   

2 88

   

8
   

   

2 8

2
   

2 88

   

8
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となる。筑後国府跡では、 の に伴い 道が された が報告されている（ 2 ）ほか、1

世 中 の 後、 弥 地区では 11世 に るまで遺構の がある（ 2 ）。 １・

21 の存 は、 弥 地区と国分寺を結ぶ道路が 時 した可能性を示 する。

期

　調査区の北東部に遺構が集中し、 ２・ と 1 ・2 、 、出土遺物に しいものの

方位が ２・ と じ ・ が られる。このうち、 と 、 2 は 後

にある。 部に み を す土 、 磁 の出土から、遺構の年代は 12世

後 に まる。ただし、 磁 は、筑後地方において 1 世 まで されたとい

う指摘があり（ 2 ）、 と 2 の 後 は、 磁 が された の

さに する可能性がある。また、 からは 部が上 に る、12世 後 から 1 世

の須恵器 が出土しており（ 2 ）、 時 の遺構と した。

期

　 12 と 2・ 、 1 が られる。 12 は、土師器土 磁 といっ

た 12世 後 の遺物が に出土した 方で、須恵 瓦 の が出土しており、1 世 が年

代の上 となる（ 2 ）。 磁 が出土した 2 2 土師器土 が出土した 2に後

出することも、これを ける。方位が 12 と じ 2・ は、 する遺構に後出し、

12 に伴う硬化面と られる。 12 と 2・ の方位は第６ の溝と で、道路

が 調査地点に んだことを示 する。土師器 が出土した 1 も、 時 の遺構と る。

期

　調査区北東部の近世の土壙墓 ５～ 11・1 、 が する。 ６ は 掘 ず、

６からも 品は出土していない。わずかに出土した陶磁器の年代は、19世 に で る。

第 298 次調査地点の北方約 ｍには、 保年 ～明 時代にかけての墓石が並ぶ墓地があるが、

今回検出した近世墓 は地 に痕跡が く かった。ただし、調査地点の北東隣地には 12（５）

に示したように、墓石 石 を した石列がある。墓石の 状は 19世 の特 を し、 の

墓石には 明 年 （18 ） 明 年 （188 ）の 年 が られていた。これらの墓石

が今回検出した土壙墓 で われていたとすれ 、その年代は 19世 に まると られる。

期

　調査区東部の近代 土坑 である。出土遺物に しい 土坑 ・ は 時代まで遡る可能

性が るが、遺物の が 和に ってから製 ・発 された製品である。このことから、これら

の 土坑の埋 年代は 和 、特に 和 1 年代に まると られる。すでに指摘されている

（ 28）が、 和 の久留米を物 る は、 和 2 年代の で 部分が われている。

発掘調査で出土する遺物でも、 民 と じ な であることに わり い。

（１）

（２）

− 79 −− 78 −

久留米市 『筑後国府跡　―第 22 ・2 ・2 次発掘調査報告―』久留米市文化財調査報告書第 1 集　平成 2 年

弥生土器の年代は、 記の文 を にした。

　　



（３）

（４）

（５）

（６）

（ ）

（８）

（ ）
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（11）

（12）

（1 ）

（1 ）

（1 ）

（1 ）

（1 ）

（18）

（19）

（2 ）

（21）

（22）

（2 ）

（2 ）

（2 ）

（2 ）
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（28）

岡 弥生時代後 の土器 年について　―特に 国丘 の を中心に― 　 市 『 原遺跡 ・ 』

市文化財調査報告書第 2 集　 和 年

南筑後における甕 の 年 　 高町 『 北遺跡』 高町文化財調査報告書第３集　 和 年

福岡県 『日 遺跡 』 国道 21 号線 ス 埋蔵文化財調査報告第 集　平成６年

石 文 土器 　 川 ・ ・ ・ 『日本土器事 』　 山 出 　平成８年

筑後川中 における弥生後 土器について 　 『 第 1 回 発 集』　

平成 2 年

久留米市 さん ・ 『 　 古』久留米市 第 　久留米市　平成 年

久留米市 『筑後国府跡　 和 年 発掘調査 報』久留米市文化財調査報告書第 集　 和 1年

久留米市 『筑後国府跡　 和 9年 発掘調査 報』久留米市文化財調査報告書第 集　 和 9年

遺物の年代については、 記の文 を にした

久留米市 『 遺跡　―第４・５・６次調査―』久留米市文化財調査報告書第 1 集　平成 1 年

久留米市 『 原遺跡　―第２次調査―』久留米市文化財調査報告書第 1 1集　平成 1 年

遺跡 における 世 後 ～８世 の土師器の 　福岡県 『 遺跡 』 国道 21

号 ス 埋蔵文化財調査報告第 2 集　平成 1 年

久留米市 『筑後国府跡　―第 222・229・2 次発掘調査報告―』久留米市文化財調査報告書第 29 集　平成 22年

久留米市 『筑後国府跡　平成２年 発掘調査 報』久留米市文化財調査報告書第 集　平成３年

久留米市 『筑後国府跡　平成３年 発掘調査 報』久留米市文化財調査報告書第 集　平成４年

久留米市 『筑後国府跡　―第 2 ・2 ・29 次発掘調査報告―』久留米市文化財調査報告書第 集　令和４年

保 久 筑後国府と の竪穴建物 　 古文化 『古文化 』第 集（４）　平成 2 年

、土師器 土器、須恵器、瓦器、陶磁器の年代は、 に示した文 に て、 記の文 を にした。

良 筑後国府跡の調査 　（財）古代 『古代文化』第  第 号　 和 8 年

山本 府における古代 から中世の土器・陶磁器　 1  ～ 12 世 の （１）本文 　日本中世土器

『中近世土器の基 』 　 和  年

山本 北部 の土器 　 川 ・ ・ ・ 『日本土器事 』　 山 出 　平成８年

次 府の土器 　 川 ・ ・ ・ 『日本土器事 』　 山 出 　平成８年

山本 ・山 中世 器の地 性 1  ・南西 　国 民 物 『国 民 物 報告』

第 1集　平成 年

山本 ノ 　 府出土 陶器の 年について 　国 民 物 『国 民 物 報告』

第 82 集　平成 11年

・近 筑後における 陶磁の 　日本 陶磁 『 陶磁 』第 2  号　平成 12 年

府市 『 府条 跡 　陶磁器分 』 府市の文化財第 9集　平成 12年

山本 古代 の 　―筑 ・筑後・ ・ 後・ ― 　古代の土器 『古代の土器 　― 令 土器

の西・東４　 ―』　平成８年

中 次 府における土師器甕の 　 分・ 土器 『 分・ 土器 集』　平成 1 年

1 文 と じ。

保 久 筑後国府の道路遺構 　 古 『 と東 の 古 　― 古 年記

文集―』　平成 2 年

久留米市 『筑後国府跡　第 198 次発掘調査報告』久留米市文化財調査報告書第 2 集　平成 1 年

久留米市 『筑後国府跡　―第 219 次発掘調査報告―』久留米市文化財調査報告書第 2 9集　平成 19年

久留米市 『筑後国府跡　―第 289 次発掘調査報告―』久留米市文化財調査報告書第 92集　平成 年

石 　中世土器 ・ 『 　中世の土器・須恵器』　 　平成 年

東 状石 について 年 の 状  古 『平成 2 年 古 発 集』 平成 2 年

久留米市 『筑後国府跡　― 地区―』久留米市文化財調査報告書第 99集　令和３年

1 文 と じ。

成　 筑後川 南の条 　久留米市 さん 『久留米市 』第１ 　久留米市　 和 年

久留米市 『筑後国府跡　平成５年 発掘調査 報』久留米市文化財調査報告書第 89集　平成６年

良 筑後地方を する古代 路 　 物 建 『文明の ス 　 』第 号

和 8年

19文 と じ。

を った陶磁器と土師器の 地点　― 筑平 の 陶磁器と土師器の 伴 ― 　 国 物 ・

福岡県 文化 『 府 跡指 1 年と の み』 国 物 文化 集

第２集　令和３年

中世須恵器 　中世土器 ・ 『 　中世の土器・須恵器』　 　平成 年

日 器 から た中世 の土器 　―調 を中心として― 　日本中世土器 『中近世土器の基

』22　平成 21年

久留米市 『 路遺跡　―第２次調査―』久留米市文化財調査報告書第 2 集　平成 2 年
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（１）第298次調査 （北から）

（２）第298次調査区北西部 （南上 から） （３）第298次調査区北東部 （南上 から）



（１）第298次調査区南部 （西上 から）

（２）第298次調査区西部 （西上 から）



（１）調査地点から北方を （南上 から）

（２）調査地点から南方を （北上 から）



（１） 2 遺物出土状 （西から）

（５） 2 2東部 掘状 （北西上 から）

（３） 2 掘状 （南東から）

（ ） １西部 掘状 （東から）

（２） 2 検出状 （南東から）

（６） １東部 掘状 （北西から）

（４） 1 掘状 （東から）

（８） 11 掘状 （南東から）



（２） 1 掘状 （北西上 から）

（５） 1 ・1 掘状 （南東上 から）

（３） 1 北 ・ 1 土 （南西から）

（ ） 1 掘状 （北西から）

（１） 12 掘状 （北から）

（６） 1 出土状 （西から）

（４） 1 掘状 （北西から）

（８） 19 ・ ・ ・ 掘状 （北東上 から）



（１） 19 ・ ・ 、 2土 （北から）

（５） 21 南東部 掘状 （北西から）

（３） 21 北西部 掘状 （南東から）

（ ） 東部土 （東から）

（２） 19 北 遺物出土状 （東から）

（６） 21 土 （北西から）

（４） 21 中 部 掘状 （南東から）

（８） 硬化面・波板状凹凸面検出状 （北西から）



（１） 波板状凹凸面 1 土 （南東から）

（５） 1 土土 （西から）

（３） ・ 掘状 （北西から）

（ ） 8 ・8 掘状 （北西上 から）

（２） 波板状凹凸面 出土状 （南東から）

（６） 1 掘状 （西から）

（４） 1 検出状 （東から）

（８） 2 1検出状 （南西から）



（１） 2 1 掘状 （西から）

（５） 12 検出状 （北から）

（３） 21 遺物出土状 （北から）

（ ） 1 検出状 （南西から）

（２） 掘状 （北東から）

（６） 12 土 （東から）

（４） 遺物出土状 （北西から）

（８） 1 土 （南東から）



（１） ２ 掘状 （北西から）

（５） ・ 南東部 掘状 （南東から）

（３） ２遺物・ 出土状 （南東から）

（ ） 南東部土 （南東から）

（２） ２土 （北西から）

（６） ・ 北西部 掘状 （南東から）

（４） ２・ ・ 掘状 （北東上 から）

（８） 掘状 （南東から）



（１） 12 北部～中 部 掘状 （北西から）

（５） 2 掘状 （北東から）

（３） 12 中 部 出土状 （東から）

（ ） 遺物出土状 （北東から）

（２） 12 南部 掘状 （北西から）

（６） 2 ・ 西部土 （南東から）

（４） 12 中 部土 （北西から）

（８） 1 遺物出土状 （南西から）



（１） 2・ 検出状 １（西上 から）

（５）近世墓 近 （東上 から）

（３） 2・ 北 検出状 （南から）

（ ） ６ 掘状 （北から）

（２） 2・ 検出状 ２（北西から）

 （６） ５掘 状 （南西から）

（４） 2南 土 （北から）

（８） ８掘 状 （東から）



（１） 掘 状 （西から）

（５）調査区隣 地の墓石 石列（南西から）

（３） 11掘 状 （東から）

（ ） 跡検出状 （西から）

（２） 1 掘 状 （南から）

（６） 1 埋甕出土状 （北東から）

（４） 1 掘 状 （西から）

（８）地 痕 面（南東から）
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筑後国府跡
第298次調査

集落

　筑後国府跡は、高良山の麓の中位段丘から低位段丘に位置する、弥生時代から中世を中心とする遺跡である。調査
地点は筑後国府跡の南西部、西上ノ原地区にあたり、標高は約19ｍを測る。調査地点西隣を南北方向に走る道路は、
字界を兼ねることなどから、古くからの道路、特に筑後国府と筑後国分寺を結ぶ道路である可能性が指摘されてい
る。今回の発掘調査では、この道路に並走する古代と中世の溝を検出し、この道路が少なくとも古代まで遡る可能性
を示した。さらに、この道路跡よりも古い段階の北西-南東方向の道路遺構も検出し、南北方向のみならず東西方向
にも古道があったことが明らかとなった。
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